
第20番札所 鶴林寺　勝浦郡勝浦町

徳島県勝浦町にある四国八十八ヶ所霊場第20番礼所「鶴林寺」。
標高約516mにある鶴林寺山のほぼ頂上、標高495mに位置し、
四国八十八ヶ所霊場では７番目に高い位置にあります。かつては
23ヶ所ある阿波の霊場のうちでも、「一に焼山、二にお鶴、三に
太龍」といわれる難所のひとつでしたが、今では自動車道が開通
しており、山麓から10分足らずで山門まで到達することができます。
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＊本誌をご覧いただくにあたって 各項目の合計は四捨五入のため一致しない場合があります。お問合わせ等は企画部企画課までご連絡ください。
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　４月の各項目における対前年同月比は、保証申込133.82％、保証承諾51.81％、代位弁済142.20％、回収（対債務
者）39.53％、4月末の保証債務残高97.30％となりました。当年度中の対前年同期比は、保証申込133.82％、保証承諾
51.81％、代位弁済142.20％、回収（対債務者）39.53％となりました。

※金融機関別の代位弁済（構成比）は、保証債務残高上位５金融機関における代位弁済の構成比を掲載。

４月の保証概況
◆事業概況

◆保証承諾（構成比）

◆代位弁済（構成比）

（単位：百万円、％）

（単位：％）

（単位：％）

４ 月 中 ４ 月 末
件　数 金　額 前年同月比 件　数 金　額 前年同期比

保 証 申 込 471 4,316 133.82 471 4,316 133.82
保 証 承 諾 449 4,047 51.81 449 4,047 51.81
保 証 債 務 残 高 － － － 20,369 236,084 97.30
代 位 弁 済 27 348 142.20 27 348 142.20
回 収（対 債 務 者） － 31 39.53 － 31 39.53

制　度　別

４ 月 中 ４ 月 末
制　　　度 構成比 制　　　度 構成比

１ 県 短 期 事 業 34.55 県 短 期 事 業 34.55
２ 県 経 済 変 動 対 策 27.01 県 経 済 変 動 対 策 27.01
３ 協 調 支 援 型 特 別 保 証 9.04 協 調 支 援 型 特 別 保 証 9.04
4 県 小 口 3.62 県 小 口 3.62
５ 経 営 安 定 関 連 3.53 経 営 安 定 関 連 3.53

業　種　別

４ 月 中 ４ 月 末
業　　　種 構成比 業　　　種 構成比

１ 建 設 業 24.13 建 設 業 24.13
２ 小 売 業 20.69 小 売 業 20.69
３ 製 造 業 14.87 製 造 業 14.87
４ サ ー ビ ス 業 12.67 サ ー ビ ス 業 12.67
５ 運 送 業 11.54 運 送 業 11.54

金融機関別

４ 月 中 ４ 月 末
金 融 機 関 構成比 金 融 機 関 構成比

１ 阿 波 銀 行 68.87 阿 波 銀 行 68.87
２ 徳 島 大 正 銀 行 18.40 徳 島 大 正 銀 行 18.40
３ 徳 島 信 用 金 庫 6.22 徳 島 信 用 金 庫 6.22
４ 四 国 銀 行 4.07 四 国 銀 行 4.07
５ 阿 南 信 用 金 庫 1.15 阿 南 信 用 金 庫 1.15

金融機関別

４ 月 中 ４ 月 末
金 融 機 関 構成比 金 融 機 関 構成比

阿 波 銀 行 68.29 阿 波 銀 行 68.29
徳 島 大 正 銀 行 20.62 徳 島 大 正 銀 行 20.62
四 国 銀 行 3.27 四 国 銀 行 3.27
徳 島 信 用 金 庫 2.73 徳 島 信 用 金 庫 2.73
百 十 四 銀 行 2.53 百 十 四 銀 行 2.53

業　種　別

４ 月 中 ４ 月 末
業　　　種 構成比 業　　　種 構成比

１ 製 造 業 35.53 製 造 業 35.53
２ 卸 売 業 35.17 卸 売 業 35.17
３ 不 動 産 業 11.92 不 動 産 業 11.92
４ 建 設 業 11.09 建 設 業 11.09
５ 小 売 業 6.29 小 売 業 6.29
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保証実績月別推移

（単位：百万円、％）● 保 証 承 諾

月 2023年度 2024年度 2025年度
件　数 金　額 前年比 件　数 金　額 前年比 件　数 金　額 前年比

4 482 5,925 132.79 539 7,812 131.85 449 4,047 51.81
5 600 9,549 235.39 492 4,553 47.68
6 622 10,407 290.34 476 5,540 53.23
7 518 9,403 304.14 444 4,423 47.03
8 535 7,856 238.07 380 3,551 45.20
9 463 7,552 176.41 498 4,668 61.81
10 505 7,456 176.76 531 4,058 54.43
11 521 8,673 193.50 508 3,737 43.09
12 490 7,972 139.61 543 4,429 55.55
1 412 6,196 180.69 367 3,727 60.14
2 448 8,848 164.13 381 4,468 50.50
3 728 17,840 175.79 576 6,261 35.10

合　計 6,324 107,677 191.75 5,735 57,227 53.15 449 4,047 51.81

（単位：百万円、％）● 保証債務残高

月 2023年度 2024年度 2025年度
件　数 金　額 前年比 件　数 金　額 前年比 件　数 金　額 前年比

4 22,714 264,707 97.68 19,214 242,629 91.66 20,369 236,084 97.30
5 22,386 261,168 96.67 19,122 240,300 92.01
6 21,762 255,978 95.07 19,119 238,902 93.33
7 21,161 251,745 93.83 19,157 238,636 94.79
8 20,694 248,464 92.90 19,204 237,566 95.61
9 20,469 247,084 92.69 19,277 236,877 95.87
10 20,261 245,239 92.06 19,494 236,846 96.58
11 20,091 245,325 92.20 19,699 236,378 96.35
12 19,914 245,238 92.10 19,893 235,985 96.23
1 19,865 244,495 91.97 20,043 235,237 96.21
2 19,690 243,194 91.70 20,145 235,440 96.81
3 19,406 242,275 91.16 20,270 236,333 97.55

合計（平均） 20,701 249,576 93.35 19,553 237,594 95.20 20,369 236,084 97.30

（単位：百万円、％）● 代 位 弁 済

月 2023年度 2024年度 2025年度
件　数 金　額 前年比 件　数 金　額 前年比 件　数 金　額 前年比

4 14 45 53.85 27 245 546.05 27 348 142.20
5 16 91 49.00 28 223 245.72
6 14 286 201.69 32 250 87.55
7 20 247 254.99 26 171 69.25
8 24 194 4,968.83 23 167 85.93
9 13 41 72.28 34 262 639.14
10 13 109 729.39 24 171 156.25
11 14 123 89.53 21 216 175.60
12 9 83 108.10 33 347 416.35
1 7 38 90.79 20 181 472.67
2 27 265 660.91 27 134 50.49
3 19 145 251.20 13 55 37.87

合　計 190 1,667 177.91 308 2,421 145.23 27 348 142.20
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【報告：企画部】

令和７年４月 ランキングベスト10令和７年４月 ランキングベスト10
令和７年４月における各店舗別の信用保証状況（保証承諾額、保証債務残高増加額）
のランキングベスト10は以下のとおりです。県内中小企業金融の円滑化にご協力 
いただき、ありがとうございます。

−当月（４月）−

BEST10

BEST10

BEST10

−当年度（４月末） 累計−

−前年度末比−

保証承諾額

保証承諾額

保証債務残高増加額

順位 母 店 名 支 店 名 件　数 金　　額
１ 阿 波 銀 行 昭和町支店 8 300,000
２ 阿 波 銀 行 小松島支店 17 291,500
３ 徳島大正銀行 渭 北 支 店 1 200,000
４ 阿 波 銀 行 本 店 18 173,000
５ 阿 波 銀 行 二軒屋支店 12 157,500
６ 阿 波 銀 行 鳴 門 支 店 20 147,000
７ 阿 波 銀 行 鴨 島 支 店 22 125,500
８ 阿 波 銀 行 阿 南 支 店 7 116,000
９ 徳島大正銀行 矢 三 支 店 4 115,000
10 阿 波 銀 行 両国橋支店 17 111,000

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

順位 母 店 名 支 店 名 件　数 金　　額
１ 阿 波 銀 行 昭和町支店 8 300,000
２ 阿 波 銀 行 小松島支店 17 291,500
３ 徳島大正銀行 渭 北 支 店 1 200,000
４ 阿 波 銀 行 本 店 18 173,000
５ 阿 波 銀 行 二軒屋支店 12 157,500
６ 阿 波 銀 行 鳴 門 支 店 20 147,000
７ 阿 波 銀 行 鴨 島 支 店 22 125,500
８ 阿 波 銀 行 阿 南 支 店 7 116,000
９ 徳島大正銀行 矢 三 支 店 4 115,000
10 阿 波 銀 行 両国橋支店 17 111,000

順位 母 店 名 支 店 名 債務残高 増 加 額
１ 阿 波 銀 行 昭和町支店 1,363,964 148,484
２ 徳島大正銀行 津 田 支 店 887,637 92,780
３ 阿 波 銀 行 美 馬 支 店 816,999 69,953
４ 四 国 銀 行 徳島営業部 5,811,255 67,441
５ 徳島大正銀行 北 島 支 店 2,219,728 61,181
６ 徳島大正銀行 マリンピア支店 844,301 56,818
７ 阿 波 銀 行 鴨 島 支 店 4,958,877 55,793
８ 阿 波 銀 行 阿 南 支 店 7,272,337 52,437
９ 阿 波 銀 行 脇 町 支 店 3,543,780 49,341
10 徳島大正銀行 八 万 支 店 1,149,872 45,822
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各種保証状況（R７.４月）
令和７年度の各種政策保証、キャンペーン保証の承諾状況は以下の通りです。
県内中小企業・小規模事業者への支援にご協力いただき、ありがとうございます。

【報告：企画部】

※承諾件数が同数の場合、承諾金額、債務残高の多い順に表記しております。※�承諾件数が同数の場合、承諾金額、債務残高の多い順に表記しております。

（単位：千円） （単位：千円）
順位 母 店 名 支 店 名 承諾件数 承諾金額
1 阿 波 銀 行 本 店 8 35,500
2 阿 波 銀 行 鴨 島 支 店 8 31,000
3 阿 波 銀 行 脇 町 支 店 8 29,000
4 阿 波 銀 行 鳴 門 支 店 7 35,000
5 徳島大正銀行 鴨 島 支 店 5 22,000
6 阿 波 銀 行 小松島支店 4 18,000
7 阿 波 銀 行 両国橋支店 4 18,000
8 阿 波 銀 行 土 成 支 店 4 17,000
9 阿 波 銀 行 藍 住 支 店 3 15,000
10 阿 波 銀 行 鷲 敷 支 店 3 11,000

順位 母 店 名 支 店 名 承諾件数 承諾金額
1 阿 波 銀 行 阿 南 支 店 2 20,000
2 阿 波 銀 行 藍 住 支 店 2 15,000
3 阿 波 銀 行 鳴 門 支 店 2 11,500
4 阿 波 銀 行 川 島 支 店 2 6,000
5 阿 波 銀 行 羽ノ浦支店 2 5,500
6 徳島信用金庫 福 島 支 店 2 2,000
7 阿 波 銀 行 かちどき橋支店 1 10,000
7 阿 波 銀 行 鴨 島 支 店 1 10,000
7 徳島大正銀行 川 内 支 店 1 10,000
10 阿 波 銀 行 新 野 支 店 1 10,000

県短期事業資金〈経済回復支援枠〉県短期事業資金　新規利用先

※承諾件数が同数の場合、承諾金額、債務残高の多い順に表記しております。 ※承諾件数が同数の場合、承諾金額、債務残高の多い順に表記しております。

順位 母 店 名 支 店 名 承諾件数 承諾金額
1 阿 波 銀 行 鴨 島 支 店 4 14,000
2 阿南信用金庫 見能林支店 2 12,000
3 徳島大正銀行 上 板 支 店 2 9,000
4 徳島信用金庫 小松島支店 2 7,000
5 徳島大正銀行 地蔵橋支店 2 5,000
6 阿 波 銀 行 鳴 門 支 店 1 15,000
7 阿 波 銀 行 脇 町 支 店 1 12,000
8 阿 波 銀 行 板 野 支 店 1 11,000
9 阿 波 銀 行 二軒屋支店 1 10,000
9 徳島大正銀行 中 島 支 店 1 10,000

順位 母 店 名 支 店 名 承諾件数 承諾金額
1 阿 波 銀 行 小松島支店 5 161,000
2 徳島信用金庫 佐 古 支 店 3 12,200
3 徳島大正銀行 本 店 2 35,000
4 阿 波 銀 行 上 板 支 店 2 15,000
5 阿 波 銀 行 鷲 敷 支 店 2 11,000
6 阿 波 銀 行 佐 古 支 店 2 10,000
6 阿 波 銀 行 両国橋支店 2 10,000
8 徳島信用金庫 本 店 2 5,000
9 徳島大正銀行 渭 北 支 店 1 200,000
10 徳島信用金庫 津 田 支 店 1 15,000

適正保証推進キャンペーン 「トラスト」 適正保証推進キャンペーン 「ツインローン」
（単位：千円）（単位：千円）

※承諾件数が同数の場合、承諾金額、債務残高の多い順に表記しております。

適正保証推進キャンペーン 「リピート」 適正保証推進キャンペーン 「プレミアム」

※承諾件数が同数の場合、承諾金額、債務残高の多い順に表記しております。

順位 母 店 名 支 店 名 承諾件数 承諾金額
1 阿 波 銀 行 鴨 島 支 店 13 74,000
2 阿 波 銀 行 両国橋支店 12 83,000
3 阿 波 銀 行 本 店 11 95,000
4 阿 波 銀 行 鳴 門 支 店 10 61,500
5 阿 波 銀 行 藍 住 支 店 8 60,000
6 阿 波 銀 行 脇 町 支 店 8 36,000
7 徳島大正銀行 鴨 島 支 店 7 35,000
8 阿 波 銀 行 小松島支店 6 37,000
9 阿 波 銀 行 土 成 支 店 6 27,000
10 阿 波 銀 行 二軒屋支店 5 24,500

順位 母 店 名 支 店 名 承諾件数 承諾金額
1 阿 波 銀 行 貞 光 支 店 1 50,000
2 阿 波 銀 行 阿 南 支 店 1 45,000
3 阿 波 銀 行 松 茂 支 店 1 40,000
4 阿 波 銀 行 鳴 門 支 店 1 20,000
5 徳島大正銀行 鴨 島 支 店 1 15,000
5 徳島大正銀行 三 野 支 店 1 15,000
7 阿 波 銀 行 かちどき橋支店 1 10,000
8 阿 波 銀 行 脇 町 支 店 1 10,000
9 阿 波 銀 行 鳴門東支店 1 5,000
10 阿 波 銀 行 石 井 支 店 1 5,000

（単位：千円）（単位：千円）

持続的成長応援キャンペーン 「成長支援促進保証“ネクスト”」

※承諾件数が同数の場合、承諾金額、債務残高の多い順に表記しております。

順位 母 店 名 支 店 名 承諾件数 承諾金額
1 阿 波 銀 行 藍 住 支 店 1 5,000

（単位：千円）

持続的成長応援キャンペーン 「新規（再）利用推進保証“ネオ”」

※承諾件数が同数の場合、承諾金額、債務残高の多い順に表記しております。

（単位：千円）
順位 母 店 名 支 店 名 承諾件数 承諾金額
1 阿 波 銀 行 昭和町支店 3 150,000
2 阿 波 銀 行 二軒屋支店 1 50,000
2 阿 波 銀 行 マリンピア支店 1 50,000
4 阿 波 銀 行 中央市場支店 1 30,000



①徳島県の景気動向
　民間ゼロゼロ融資など、数多くの緊急措置を講じたコロ
ナ禍を乗り越え、日本経済は「潮目の変化」の時を迎えて
おり、成長に向けた経済の好循環が動き始めています。デ
フレを克服し、「賃上げと投資が牽引する成長経済」に移
行できるかの分岐点にあります。
　こうした中、県内経済については、現状企業の生産活動
はやや弱めの動きとなっていますが、設備投資は増加して
おり、個人消費は物価上昇の影響を受けつつも、底堅く推
移するなど、景気は緩やかに持ち直しています。

②中小企業を取り巻く環境
　コロナ禍から社会経済活動が正常化する中で、中小企
業・小規模事業者（以下、「中小企業者」という。）の経
営上の課題は、売上減少から、人手不足・賃上げ・原材
料高騰等への対応にシフトしており、多岐にわたる経営
課題に対応するための資金需要に柔軟に応えていく必要
があります。
　一方、今なおコロナ禍の影響から脱しきれていない中小
企業者もいることから、個々の事業者の置かれた状況や
ニーズを深く理解し、また正確に把握しながら、効果的な
経営改善支援、事業再生支援、再チャレンジ支援を行って
いく必要があります。

当協会では、業務運営に関する経営方針や取り組むべき重点課題を自ら的確に認識し、適切な業
務運営を確保するために、「年度経営計画」を次の通り策定しました。

　国や地方公共団体の施策に呼応し、物価高騰、人手不足、
人件費高騰などの経営環境の変化を受け厳しい経営環境に
置かれている中小企業者の事業の継続と発展を支えるた
め、地域経済の成長や雇用の拡大など地域貢献の観点か
ら、中小企業者と伴走する総合支援機関として金融支援を
はじめ創業支援、経営支援を展開します。
　金融支援においては、中小企業者の資金繰り支援はもと
より、事業の成長や生産性向上、省力化投資による新たな
事業展開に対し、金融機関及び関係支援機関と連携して実
効性ある支援に努めます。
　さらに、中小企業者の抱える課題を早い段階で把握・共
有し、「中小企業活性化協議会」の早期経営改善計画策定
支援、再生計画策定支援事業等の活用による経営改善・事
業再生・再チャレンジ支援や、「事業承継・引継ぎ支援セ
ンター」との連携によりM&Aを含む事業承継支援につい
て積極的に取り組みます。
　また、スタートアップの創業や経営者による思い切った
事業展開を阻害する可能性がある経営者保証について、
「経営者保証改革プログラム」に基づく取組みの一層の浸
透・推進を図るとともに、金融機関との連携により、中小
企業者のニーズに応じて「事業者選択型経営者保証非提供
制度」を積極的に活用します。
　その他の間接部門においては、継続してコンプライアン
ス意識の浸透、危機管理態勢の強化、デジタル技術活用に
よる業務の効率化、人材育成に努め、持続可能な信用補完
制度の確立に向けた強固な経営基盤の構築を図ります。

１．経営方針

２．重点課題

③金融機関等との連携強化
　定期的な金融機関との意見交換により中小企業者支援に
係る認識共有を図り、保証協会付き借り入れをメインとし
て資金調達を行っている中小企業者への帯同訪問の実施や
小規模事業者向け合同相談会の開催などによる経営支援、
プロパー融資との協調融資による適切なリスク分担を行っ
た上での金融支援に努めます。

④政策保証等の積極的な活用
　企業のライフステージに応じて、国や地方公共団体の政
策に則った保証制度を推進するほか、経営者保証に依存し
ない融資慣行の確立や金融機関のプロパー融資との協調支
援により事業者の経営の安定・事業の発展に努めます。

⑤事業者の持続的な成長支援
　前向きな事業展開やDX・GXへの対応など、生産性向
上やM&Aによる事業者の成長に要する資金需要には積極
的に応えるとともに、業歴の浅い事業者、小規模事業者へ
の成長支援には、丁寧かつ親身に実態に応じて柔軟に対応
します。

①創業機運の醸成
　創業希望者や移住者に向けてセミナーやイベントを通じ
て創業を働きかけるほか、連携協定を結んでいる県内の大
学での授業を通じて学生の創業マインドを喚起するなど、
創業の裾野拡大を図ります。

②創業のフェーズに応じた支援体制
　創業前相談において創業計画づくりをサポートするとと
もに、保証による金融支援をはじめ、創業後のフォロー
アップ期間を３年から５年に延長し、加えて保証協会OB
職員を活用した専門家派遣やよろず支援拠点との連携を絡
めたフォローアップまでの一貫支援体制を増強します。

③政策保証を利用した創業資金の調達支援
　「経営者保証改革プログラム」の趣旨を踏まえ、法人化
のタイミングで「スタートアップ創出促進保証」の利用を
促進し、経営者保証に依存しない融資慣行確立に着実に取
り組みます。

④関係機関との連携
　地域の創業者を地域が一体で支援するとの観点から、引
き続き金融機関、行政、商工・経済団体、大学、企業など、
シナジー効果が見込めるあらゆる機関との密な連携に加
え、様々な創業者グループとつながりを持つ創業アンバサ
ダーの知見を活用して創業支援に努めます。

⑤情報発信の強化
　創業関連の情報や地方創生の取り組みについて、ホーム
ページ、公式LINE、Youtube、各種メディアへのニュー

スリリースに加え、地方創生部門専用のランディングペー
ジとグーグルビジネスプロフィールの新設を通じて積極
的に情報発信し、創業支援の認知度とプレゼンスを高め
ます。

⑥事業承継支援
　事業承継・引継ぎ支援センターとしっかり連携し、事業
譲渡者と創業者のマッチング機会を創り出すほか、金融機
関と連携し、高齢・小規模零細事業者の承継ニーズの確認
とフロントオフィス全体への情報共有に努めます。

①各種施策の活用・関係機関との連携強化
　経営支援目線での金融機関との連携強化により、企業の
情報共有を密に行い、業況悪化の兆候が見られる中小企業
者に対し、効果的な各種施策の提案を行うなどプッシュ型
の経営支援に努めます。また、「中小企業活性化協議会」
「事業承継・引継ぎ支援センター」「よろず支援拠点」等の
機能を有効に活用することにより、事業再生を支援してい
きます。

②経営支援体制の強化
　経営支援が必要な中小企業者に対し、個々の状況に応じ
て、「経営サポート会議」の開催や「経営支援強化促進補
助金事業」による専門家派遣を活用するとともに、抜本的
な再生支援が必要と判断される中小企業者に対しては、中
小企業活性化協議会等の各種支援スキームを活用した最適
な再生計画の策定と計画内容の実現について能動的に役割
を担います。また、延滞先や事故先についても金融機関及
び協会フロントオフィス部門全体で連携を図りながら、き
め細やかな期中支援に努めます。

③再チャレンジ支援の活用
　事業再生が極めて困難な中小企業者においては、経営者
（保証人）等の再チャレンジへと繋がるよう、中小企業活
性化協議会やREVICによる「再チャレンジ支援」スキー
ムを活用して廃業支援に努めます。

④「とくしま中小企業支援ネットワーク」の活用
　ネットワークのハブ機能を活かして、中小企業者の経営
改善、事業再生、創業支援、事業承継等に向けて各構成機
関と連携を強化し、有益な情報の発信に努めます。

⑤経営支援の効果検証
　経営支援を実施した中小企業者に対し、経営支援前と２
期経過後の「売上増加率」「営業利益増加率」「CRD財務
点数向上」の３指標について比較検証を行い、各指標につ
いて改善された中小企業者が40％以上となることを目指
します。

①経営課題解決支援
　企業訪問・経営者面談等による現場主義の徹底により、
中小企業者との対話を通じて企業が抱える経営課題の実態
把握に努め、事業のフェーズに応じた最適なソリューショ
ンの提案により、生産性向上や経営改善支援に努めます。

②小規模事業者に対する積極的な支援
　経営者層の高齢化や後継者難、また人手不足など、様々
な課題を抱えている小規模事業者の持続的発展を支えるた
め、資金繰りの円滑化を図るとともに、事業承継支援や飲
食業者を始めとする小規模事業者へのＤＸ支援など、きめ
細やかな支援に努めます。

令和７年度経営計画

令和７年度経営計画について
①回収の早期着手
　新規求償権については、引き続き期中支援部門との連携
やコミュニケーションを密にして、関係人や担保物件の現
状把握を早期に行うことにより、速やかな回収方針の決定
と着手に繋げます。

②担保物件の売却促進
　任意売却可能な物件については、関係人との協議のもと
期間を定めて任意売却にあたり、売却が難しい場合は速や
かに法的手続きへ移行します。

③既存求償権の掘り起し
　顧客との接点を絶やさず顧客情報のアップデートを行
い、関係人の状況を考慮し現実的な解決策の提案を行い
ます。

④管理回収業務の効率化
　回収の見込みがない求償権については、速やかに管理事
務停止とするとともに事務手続きの簡素化・効率化に努
め、回収が見込める求償権に注力します。

⑤経営改善・事業再生・生活再建に向けた取組
　事業継続先については、事業者の意欲や意向をふまえ経
営支援、事業再生支援や再チャレンジ支援に努め、長期経
過求償権については、一部弁済による請求停止・保証債務
免除、損害金減免完済等を活用し、個々の状況に応じた親
身な対応に努めます。

①関係機関との連携強化
　国、地方公共団体をはじめ、金融機関や支援機関、専門
家の方と、これまで築いてきた連携をさらに強化し、その
ネットワークを活用することにより個々の中小企業者の置

かれた状況やニーズに応じた経営改善、事業再生、再チャ
レンジ支援に繋げます。

②業務の効率化
　デジタル技術を積極的に活用し、中小企業者や金融機関
の利便性を高めるとともに、業務の効率化を推し進め、働
きやすい職場環境の実現と人的資源を効果的に活用してい
くことにより、中小企業者への良質なサービスの提供に努
めます。

③強固な経営基盤の構築
　中小企業者の事業の発展を支える持続可能な信用補完制
度の確立に向けて、ガバナンス及びコンプライアンス態勢
の強化を図りながら、強固な経営基盤の構築に努めます。

④人材の育成
　業務の効率化に向けた「ＩＴリテラシーの向上」につい
て意識改革を進めることに加え、事業者のニーズに即応で
きる人材を育成するため、他の支援機関との連携を活用し
た実践的研修を導入するなど、研修体制の充実を図るとと
もに、中小企業診断士等の資格取得を引き続き推奨してい
きます。

⑤危機事象への対応
　南海トラフ地震などの大規模災害やシステム障害等、
様々な危機事象への対応が求められる中、外部から講師を
招いて災害対策本部立上げ訓練を実施するなど、不測の事
態に直面した際に中小企業金融のセーフティーネットとし
ての役割を果たすため、事業継続計画の実効性を高め、危
機管理態勢の充実・強化を図ります。

⑥情報戦略の充実・強化
　保証協会の認知度を高め、その存在意義を広く理解して
もらうため、SNSの活用やホームページ・広報誌等の充
実を図るなど、わかりやすくタイムリーな情報発信や広報
活動に努めます。

（１）業務環境 （２）業務運営方針

（１）保証部門
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①徳島県の景気動向
　民間ゼロゼロ融資など、数多くの緊急措置を講じたコロ
ナ禍を乗り越え、日本経済は「潮目の変化」の時を迎えて
おり、成長に向けた経済の好循環が動き始めています。デ
フレを克服し、「賃上げと投資が牽引する成長経済」に移
行できるかの分岐点にあります。
　こうした中、県内経済については、現状企業の生産活動
はやや弱めの動きとなっていますが、設備投資は増加して
おり、個人消費は物価上昇の影響を受けつつも、底堅く推
移するなど、景気は緩やかに持ち直しています。

②中小企業を取り巻く環境
　コロナ禍から社会経済活動が正常化する中で、中小企
業・小規模事業者（以下、「中小企業者」という。）の経
営上の課題は、売上減少から、人手不足・賃上げ・原材
料高騰等への対応にシフトしており、多岐にわたる経営
課題に対応するための資金需要に柔軟に応えていく必要
があります。
　一方、今なおコロナ禍の影響から脱しきれていない中小
企業者もいることから、個々の事業者の置かれた状況や
ニーズを深く理解し、また正確に把握しながら、効果的な
経営改善支援、事業再生支援、再チャレンジ支援を行って
いく必要があります。

当協会では、業務運営に関する経営方針や取り組むべき重点課題を自ら的確に認識し、適切な業
務運営を確保するために、「年度経営計画」を次の通り策定しました。

　国や地方公共団体の施策に呼応し、物価高騰、人手不足、
人件費高騰などの経営環境の変化を受け厳しい経営環境に
置かれている中小企業者の事業の継続と発展を支えるた
め、地域経済の成長や雇用の拡大など地域貢献の観点か
ら、中小企業者と伴走する総合支援機関として金融支援を
はじめ創業支援、経営支援を展開します。
　金融支援においては、中小企業者の資金繰り支援はもと
より、事業の成長や生産性向上、省力化投資による新たな
事業展開に対し、金融機関及び関係支援機関と連携して実
効性ある支援に努めます。
　さらに、中小企業者の抱える課題を早い段階で把握・共
有し、「中小企業活性化協議会」の早期経営改善計画策定
支援、再生計画策定支援事業等の活用による経営改善・事
業再生・再チャレンジ支援や、「事業承継・引継ぎ支援セ
ンター」との連携によりM&Aを含む事業承継支援につい
て積極的に取り組みます。
　また、スタートアップの創業や経営者による思い切った
事業展開を阻害する可能性がある経営者保証について、
「経営者保証改革プログラム」に基づく取組みの一層の浸
透・推進を図るとともに、金融機関との連携により、中小
企業者のニーズに応じて「事業者選択型経営者保証非提供
制度」を積極的に活用します。
　その他の間接部門においては、継続してコンプライアン
ス意識の浸透、危機管理態勢の強化、デジタル技術活用に
よる業務の効率化、人材育成に努め、持続可能な信用補完
制度の確立に向けた強固な経営基盤の構築を図ります。

１．経営方針

２．重点課題

③金融機関等との連携強化
　定期的な金融機関との意見交換により中小企業者支援に
係る認識共有を図り、保証協会付き借り入れをメインとし
て資金調達を行っている中小企業者への帯同訪問の実施や
小規模事業者向け合同相談会の開催などによる経営支援、
プロパー融資との協調融資による適切なリスク分担を行っ
た上での金融支援に努めます。

④政策保証等の積極的な活用
　企業のライフステージに応じて、国や地方公共団体の政
策に則った保証制度を推進するほか、経営者保証に依存し
ない融資慣行の確立や金融機関のプロパー融資との協調支
援により事業者の経営の安定・事業の発展に努めます。

⑤事業者の持続的な成長支援
　前向きな事業展開やDX・GXへの対応など、生産性向
上やM&Aによる事業者の成長に要する資金需要には積極
的に応えるとともに、業歴の浅い事業者、小規模事業者へ
の成長支援には、丁寧かつ親身に実態に応じて柔軟に対応
します。

①創業機運の醸成
　創業希望者や移住者に向けてセミナーやイベントを通じ
て創業を働きかけるほか、連携協定を結んでいる県内の大
学での授業を通じて学生の創業マインドを喚起するなど、
創業の裾野拡大を図ります。

②創業のフェーズに応じた支援体制
　創業前相談において創業計画づくりをサポートするとと
もに、保証による金融支援をはじめ、創業後のフォロー
アップ期間を３年から５年に延長し、加えて保証協会OB
職員を活用した専門家派遣やよろず支援拠点との連携を絡
めたフォローアップまでの一貫支援体制を増強します。

③政策保証を利用した創業資金の調達支援
　「経営者保証改革プログラム」の趣旨を踏まえ、法人化
のタイミングで「スタートアップ創出促進保証」の利用を
促進し、経営者保証に依存しない融資慣行確立に着実に取
り組みます。

④関係機関との連携
　地域の創業者を地域が一体で支援するとの観点から、引
き続き金融機関、行政、商工・経済団体、大学、企業など、
シナジー効果が見込めるあらゆる機関との密な連携に加
え、様々な創業者グループとつながりを持つ創業アンバサ
ダーの知見を活用して創業支援に努めます。

⑤情報発信の強化
　創業関連の情報や地方創生の取り組みについて、ホーム
ページ、公式LINE、Youtube、各種メディアへのニュー

スリリースに加え、地方創生部門専用のランディングペー
ジとグーグルビジネスプロフィールの新設を通じて積極
的に情報発信し、創業支援の認知度とプレゼンスを高め
ます。

⑥事業承継支援
　事業承継・引継ぎ支援センターとしっかり連携し、事業
譲渡者と創業者のマッチング機会を創り出すほか、金融機
関と連携し、高齢・小規模零細事業者の承継ニーズの確認
とフロントオフィス全体への情報共有に努めます。

①各種施策の活用・関係機関との連携強化
　経営支援目線での金融機関との連携強化により、企業の
情報共有を密に行い、業況悪化の兆候が見られる中小企業
者に対し、効果的な各種施策の提案を行うなどプッシュ型
の経営支援に努めます。また、「中小企業活性化協議会」
「事業承継・引継ぎ支援センター」「よろず支援拠点」等の
機能を有効に活用することにより、事業再生を支援してい
きます。

②経営支援体制の強化
　経営支援が必要な中小企業者に対し、個々の状況に応じ
て、「経営サポート会議」の開催や「経営支援強化促進補
助金事業」による専門家派遣を活用するとともに、抜本的
な再生支援が必要と判断される中小企業者に対しては、中
小企業活性化協議会等の各種支援スキームを活用した最適
な再生計画の策定と計画内容の実現について能動的に役割
を担います。また、延滞先や事故先についても金融機関及
び協会フロントオフィス部門全体で連携を図りながら、き
め細やかな期中支援に努めます。

③再チャレンジ支援の活用
　事業再生が極めて困難な中小企業者においては、経営者
（保証人）等の再チャレンジへと繋がるよう、中小企業活
性化協議会やREVICによる「再チャレンジ支援」スキー
ムを活用して廃業支援に努めます。

④「とくしま中小企業支援ネットワーク」の活用
　ネットワークのハブ機能を活かして、中小企業者の経営
改善、事業再生、創業支援、事業承継等に向けて各構成機
関と連携を強化し、有益な情報の発信に努めます。

⑤経営支援の効果検証
　経営支援を実施した中小企業者に対し、経営支援前と２
期経過後の「売上増加率」「営業利益増加率」「CRD財務
点数向上」の３指標について比較検証を行い、各指標につ
いて改善された中小企業者が40％以上となることを目指
します。

①経営課題解決支援
　企業訪問・経営者面談等による現場主義の徹底により、
中小企業者との対話を通じて企業が抱える経営課題の実態
把握に努め、事業のフェーズに応じた最適なソリューショ
ンの提案により、生産性向上や経営改善支援に努めます。

②小規模事業者に対する積極的な支援
　経営者層の高齢化や後継者難、また人手不足など、様々
な課題を抱えている小規模事業者の持続的発展を支えるた
め、資金繰りの円滑化を図るとともに、事業承継支援や飲
食業者を始めとする小規模事業者へのＤＸ支援など、きめ
細やかな支援に努めます。

令和７年度経営計画

令和７年度経営計画について
①回収の早期着手
　新規求償権については、引き続き期中支援部門との連携
やコミュニケーションを密にして、関係人や担保物件の現
状把握を早期に行うことにより、速やかな回収方針の決定
と着手に繋げます。

②担保物件の売却促進
　任意売却可能な物件については、関係人との協議のもと
期間を定めて任意売却にあたり、売却が難しい場合は速や
かに法的手続きへ移行します。

③既存求償権の掘り起し
　顧客との接点を絶やさず顧客情報のアップデートを行
い、関係人の状況を考慮し現実的な解決策の提案を行い
ます。

④管理回収業務の効率化
　回収の見込みがない求償権については、速やかに管理事
務停止とするとともに事務手続きの簡素化・効率化に努
め、回収が見込める求償権に注力します。

⑤経営改善・事業再生・生活再建に向けた取組
　事業継続先については、事業者の意欲や意向をふまえ経
営支援、事業再生支援や再チャレンジ支援に努め、長期経
過求償権については、一部弁済による請求停止・保証債務
免除、損害金減免完済等を活用し、個々の状況に応じた親
身な対応に努めます。

①関係機関との連携強化
　国、地方公共団体をはじめ、金融機関や支援機関、専門
家の方と、これまで築いてきた連携をさらに強化し、その
ネットワークを活用することにより個々の中小企業者の置

かれた状況やニーズに応じた経営改善、事業再生、再チャ
レンジ支援に繋げます。

②業務の効率化
　デジタル技術を積極的に活用し、中小企業者や金融機関
の利便性を高めるとともに、業務の効率化を推し進め、働
きやすい職場環境の実現と人的資源を効果的に活用してい
くことにより、中小企業者への良質なサービスの提供に努
めます。

③強固な経営基盤の構築
　中小企業者の事業の発展を支える持続可能な信用補完制
度の確立に向けて、ガバナンス及びコンプライアンス態勢
の強化を図りながら、強固な経営基盤の構築に努めます。

④人材の育成
　業務の効率化に向けた「ＩＴリテラシーの向上」につい
て意識改革を進めることに加え、事業者のニーズに即応で
きる人材を育成するため、他の支援機関との連携を活用し
た実践的研修を導入するなど、研修体制の充実を図るとと
もに、中小企業診断士等の資格取得を引き続き推奨してい
きます。

⑤危機事象への対応
　南海トラフ地震などの大規模災害やシステム障害等、
様々な危機事象への対応が求められる中、外部から講師を
招いて災害対策本部立上げ訓練を実施するなど、不測の事
態に直面した際に中小企業金融のセーフティーネットとし
ての役割を果たすため、事業継続計画の実効性を高め、危
機管理態勢の充実・強化を図ります。

⑥情報戦略の充実・強化
　保証協会の認知度を高め、その存在意義を広く理解して
もらうため、SNSの活用やホームページ・広報誌等の充
実を図るなど、わかりやすくタイムリーな情報発信や広報
活動に努めます。

（１）業務環境 （２）業務運営方針

（１）保証部門

③金融機関等との連携強化
　定期的な金融機関との意見交換により中小企業者支援に
係る認識共有を図り、保証協会付き借り入れをメインとし
て資金調達を行っている中小企業者への帯同訪問の実施や
小規模事業者向け合同相談会の開催などによる経営支援、
プロパー融資との協調融資による適切なリスク分担を行っ
た上での金融支援に努めます。

④政策保証等の積極的な活用
　企業のライフステージに応じて、国や地方公共団体の政
策に則った保証制度を推進するほか、経営者保証に依存し
ない融資慣行の確立や金融機関のプロパー融資との協調支
援により事業者の経営の安定・事業の発展に努めます。

⑤事業者の持続的な成長支援
　前向きな事業展開やDX・GXへの対応など、生産性向
上やM&Aによる事業者の成長に要する資金需要には積極
的に応えるとともに、業歴の浅い事業者、小規模事業者へ
の成長支援には、丁寧かつ親身に実態に応じて柔軟に対応
します。

①創業機運の醸成
　創業希望者や移住者に向けてセミナーやイベントを通じ
て創業を働きかけるほか、連携協定を結んでいる県内の大
学での授業を通じて学生の創業マインドを喚起するなど、
創業の裾野拡大を図ります。

②創業のフェーズに応じた支援体制
　創業前相談において創業計画づくりをサポートするとと
もに、保証による金融支援をはじめ、創業後のフォロー
アップ期間を３年から５年に延長し、加えて保証協会OB
職員を活用した専門家派遣やよろず支援拠点との連携を絡
めたフォローアップまでの一貫支援体制を増強します。

③政策保証を利用した創業資金の調達支援
　「経営者保証改革プログラム」の趣旨を踏まえ、法人化
のタイミングで「スタートアップ創出促進保証」の利用を
促進し、経営者保証に依存しない融資慣行確立に着実に取
り組みます。

④関係機関との連携
　地域の創業者を地域が一体で支援するとの観点から、引
き続き金融機関、行政、商工・経済団体、大学、企業など、
シナジー効果が見込めるあらゆる機関との密な連携に加
え、様々な創業者グループとつながりを持つ創業アンバサ
ダーの知見を活用して創業支援に努めます。

⑤情報発信の強化
　創業関連の情報や地方創生の取り組みについて、ホーム
ページ、公式LINE、Youtube、各種メディアへのニュー

スリリースに加え、地方創生部門専用のランディングペー
ジとグーグルビジネスプロフィールの新設を通じて積極
的に情報発信し、創業支援の認知度とプレゼンスを高め
ます。

⑥事業承継支援
　事業承継・引継ぎ支援センターとしっかり連携し、事業
譲渡者と創業者のマッチング機会を創り出すほか、金融機
関と連携し、高齢・小規模零細事業者の承継ニーズの確認
とフロントオフィス全体への情報共有に努めます。

①各種施策の活用・関係機関との連携強化
　経営支援目線での金融機関との連携強化により、企業の
情報共有を密に行い、業況悪化の兆候が見られる中小企業
者に対し、効果的な各種施策の提案を行うなどプッシュ型
の経営支援に努めます。また、「中小企業活性化協議会」
「事業承継・引継ぎ支援センター」「よろず支援拠点」等の
機能を有効に活用することにより、事業再生を支援してい
きます。

②経営支援体制の強化
　経営支援が必要な中小企業者に対し、個々の状況に応じ
て、「経営サポート会議」の開催や「経営支援強化促進補
助金事業」による専門家派遣を活用するとともに、抜本的
な再生支援が必要と判断される中小企業者に対しては、中
小企業活性化協議会等の各種支援スキームを活用した最適
な再生計画の策定と計画内容の実現について能動的に役割
を担います。また、延滞先や事故先についても金融機関及
び協会フロントオフィス部門全体で連携を図りながら、き
め細やかな期中支援に努めます。

③再チャレンジ支援の活用
　事業再生が極めて困難な中小企業者においては、経営者
（保証人）等の再チャレンジへと繋がるよう、中小企業活
性化協議会やREVICによる「再チャレンジ支援」スキー
ムを活用して廃業支援に努めます。

④「とくしま中小企業支援ネットワーク」の活用
　ネットワークのハブ機能を活かして、中小企業者の経営
改善、事業再生、創業支援、事業承継等に向けて各構成機
関と連携を強化し、有益な情報の発信に努めます。

⑤経営支援の効果検証
　経営支援を実施した中小企業者に対し、経営支援前と２
期経過後の「売上増加率」「営業利益増加率」「CRD財務
点数向上」の３指標について比較検証を行い、各指標につ
いて改善された中小企業者が40％以上となることを目指
します。

①経営課題解決支援
　企業訪問・経営者面談等による現場主義の徹底により、
中小企業者との対話を通じて企業が抱える経営課題の実態
把握に努め、事業のフェーズに応じた最適なソリューショ
ンの提案により、生産性向上や経営改善支援に努めます。

②小規模事業者に対する積極的な支援
　経営者層の高齢化や後継者難、また人手不足など、様々
な課題を抱えている小規模事業者の持続的発展を支えるた
め、資金繰りの円滑化を図るとともに、事業承継支援や飲
食業者を始めとする小規模事業者へのＤＸ支援など、きめ
細やかな支援に努めます。

①回収の早期着手
　新規求償権については、引き続き期中支援部門との連携
やコミュニケーションを密にして、関係人や担保物件の現
状把握を早期に行うことにより、速やかな回収方針の決定
と着手に繋げます。

②担保物件の売却促進
　任意売却可能な物件については、関係人との協議のもと
期間を定めて任意売却にあたり、売却が難しい場合は速や
かに法的手続きへ移行します。

③既存求償権の掘り起し
　顧客との接点を絶やさず顧客情報のアップデートを行
い、関係人の状況を考慮し現実的な解決策の提案を行い
ます。

④管理回収業務の効率化
　回収の見込みがない求償権については、速やかに管理事
務停止とするとともに事務手続きの簡素化・効率化に努
め、回収が見込める求償権に注力します。

⑤経営改善・事業再生・生活再建に向けた取組
　事業継続先については、事業者の意欲や意向をふまえ経
営支援、事業再生支援や再チャレンジ支援に努め、長期経
過求償権については、一部弁済による請求停止・保証債務
免除、損害金減免完済等を活用し、個々の状況に応じた親
身な対応に努めます。

①関係機関との連携強化
　国、地方公共団体をはじめ、金融機関や支援機関、専門
家の方と、これまで築いてきた連携をさらに強化し、その
ネットワークを活用することにより個々の中小企業者の置

かれた状況やニーズに応じた経営改善、事業再生、再チャ
レンジ支援に繋げます。

②業務の効率化
　デジタル技術を積極的に活用し、中小企業者や金融機関
の利便性を高めるとともに、業務の効率化を推し進め、働
きやすい職場環境の実現と人的資源を効果的に活用してい
くことにより、中小企業者への良質なサービスの提供に努
めます。

③強固な経営基盤の構築
　中小企業者の事業の発展を支える持続可能な信用補完制
度の確立に向けて、ガバナンス及びコンプライアンス態勢
の強化を図りながら、強固な経営基盤の構築に努めます。

④人材の育成
　業務の効率化に向けた「ＩＴリテラシーの向上」につい
て意識改革を進めることに加え、事業者のニーズに即応で
きる人材を育成するため、他の支援機関との連携を活用し
た実践的研修を導入するなど、研修体制の充実を図るとと
もに、中小企業診断士等の資格取得を引き続き推奨してい
きます。

⑤危機事象への対応
　南海トラフ地震などの大規模災害やシステム障害等、
様々な危機事象への対応が求められる中、外部から講師を
招いて災害対策本部立上げ訓練を実施するなど、不測の事
態に直面した際に中小企業金融のセーフティーネットとし
ての役割を果たすため、事業継続計画の実効性を高め、危
機管理態勢の充実・強化を図ります。

⑥情報戦略の充実・強化
　保証協会の認知度を高め、その存在意義を広く理解して
もらうため、SNSの活用やホームページ・広報誌等の充
実を図るなど、わかりやすくタイムリーな情報発信や広報
活動に努めます。

（２）地方創生部門

（３）期中管理・経営支援部門
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令和７年度保証承諾等の主要業務数値（見通し）は以下の通りです。

③金融機関等との連携強化
　定期的な金融機関との意見交換により中小企業者支援に
係る認識共有を図り、保証協会付き借り入れをメインとし
て資金調達を行っている中小企業者への帯同訪問の実施や
小規模事業者向け合同相談会の開催などによる経営支援、
プロパー融資との協調融資による適切なリスク分担を行っ
た上での金融支援に努めます。

④政策保証等の積極的な活用
　企業のライフステージに応じて、国や地方公共団体の政
策に則った保証制度を推進するほか、経営者保証に依存し
ない融資慣行の確立や金融機関のプロパー融資との協調支
援により事業者の経営の安定・事業の発展に努めます。

⑤事業者の持続的な成長支援
　前向きな事業展開やDX・GXへの対応など、生産性向
上やM&Aによる事業者の成長に要する資金需要には積極
的に応えるとともに、業歴の浅い事業者、小規模事業者へ
の成長支援には、丁寧かつ親身に実態に応じて柔軟に対応
します。

①創業機運の醸成
　創業希望者や移住者に向けてセミナーやイベントを通じ
て創業を働きかけるほか、連携協定を結んでいる県内の大
学での授業を通じて学生の創業マインドを喚起するなど、
創業の裾野拡大を図ります。

②創業のフェーズに応じた支援体制
　創業前相談において創業計画づくりをサポートするとと
もに、保証による金融支援をはじめ、創業後のフォロー
アップ期間を３年から５年に延長し、加えて保証協会OB
職員を活用した専門家派遣やよろず支援拠点との連携を絡
めたフォローアップまでの一貫支援体制を増強します。

③政策保証を利用した創業資金の調達支援
　「経営者保証改革プログラム」の趣旨を踏まえ、法人化
のタイミングで「スタートアップ創出促進保証」の利用を
促進し、経営者保証に依存しない融資慣行確立に着実に取
り組みます。

④関係機関との連携
　地域の創業者を地域が一体で支援するとの観点から、引
き続き金融機関、行政、商工・経済団体、大学、企業など、
シナジー効果が見込めるあらゆる機関との密な連携に加
え、様々な創業者グループとつながりを持つ創業アンバサ
ダーの知見を活用して創業支援に努めます。

⑤情報発信の強化
　創業関連の情報や地方創生の取り組みについて、ホーム
ページ、公式LINE、Youtube、各種メディアへのニュー

スリリースに加え、地方創生部門専用のランディングペー
ジとグーグルビジネスプロフィールの新設を通じて積極
的に情報発信し、創業支援の認知度とプレゼンスを高め
ます。

⑥事業承継支援
　事業承継・引継ぎ支援センターとしっかり連携し、事業
譲渡者と創業者のマッチング機会を創り出すほか、金融機
関と連携し、高齢・小規模零細事業者の承継ニーズの確認
とフロントオフィス全体への情報共有に努めます。

①各種施策の活用・関係機関との連携強化
　経営支援目線での金融機関との連携強化により、企業の
情報共有を密に行い、業況悪化の兆候が見られる中小企業
者に対し、効果的な各種施策の提案を行うなどプッシュ型
の経営支援に努めます。また、「中小企業活性化協議会」
「事業承継・引継ぎ支援センター」「よろず支援拠点」等の
機能を有効に活用することにより、事業再生を支援してい
きます。

②経営支援体制の強化
　経営支援が必要な中小企業者に対し、個々の状況に応じ
て、「経営サポート会議」の開催や「経営支援強化促進補
助金事業」による専門家派遣を活用するとともに、抜本的
な再生支援が必要と判断される中小企業者に対しては、中
小企業活性化協議会等の各種支援スキームを活用した最適
な再生計画の策定と計画内容の実現について能動的に役割
を担います。また、延滞先や事故先についても金融機関及
び協会フロントオフィス部門全体で連携を図りながら、き
め細やかな期中支援に努めます。

③再チャレンジ支援の活用
　事業再生が極めて困難な中小企業者においては、経営者
（保証人）等の再チャレンジへと繋がるよう、中小企業活
性化協議会やREVICによる「再チャレンジ支援」スキー
ムを活用して廃業支援に努めます。

④「とくしま中小企業支援ネットワーク」の活用
　ネットワークのハブ機能を活かして、中小企業者の経営
改善、事業再生、創業支援、事業承継等に向けて各構成機
関と連携を強化し、有益な情報の発信に努めます。

⑤経営支援の効果検証
　経営支援を実施した中小企業者に対し、経営支援前と２
期経過後の「売上増加率」「営業利益増加率」「CRD財務
点数向上」の３指標について比較検証を行い、各指標につ
いて改善された中小企業者が40％以上となることを目指
します。

①経営課題解決支援
　企業訪問・経営者面談等による現場主義の徹底により、
中小企業者との対話を通じて企業が抱える経営課題の実態
把握に努め、事業のフェーズに応じた最適なソリューショ
ンの提案により、生産性向上や経営改善支援に努めます。

②小規模事業者に対する積極的な支援
　経営者層の高齢化や後継者難、また人手不足など、様々
な課題を抱えている小規模事業者の持続的発展を支えるた
め、資金繰りの円滑化を図るとともに、事業承継支援や飲
食業者を始めとする小規模事業者へのＤＸ支援など、きめ
細やかな支援に努めます。

３．保証承諾等の見通し

【報告：企画部】

①回収の早期着手
　新規求償権については、引き続き期中支援部門との連携
やコミュニケーションを密にして、関係人や担保物件の現
状把握を早期に行うことにより、速やかな回収方針の決定
と着手に繋げます。

②担保物件の売却促進
　任意売却可能な物件については、関係人との協議のもと
期間を定めて任意売却にあたり、売却が難しい場合は速や
かに法的手続きへ移行します。

③既存求償権の掘り起し
　顧客との接点を絶やさず顧客情報のアップデートを行
い、関係人の状況を考慮し現実的な解決策の提案を行い
ます。

④管理回収業務の効率化
　回収の見込みがない求償権については、速やかに管理事
務停止とするとともに事務手続きの簡素化・効率化に努
め、回収が見込める求償権に注力します。

⑤経営改善・事業再生・生活再建に向けた取組
　事業継続先については、事業者の意欲や意向をふまえ経
営支援、事業再生支援や再チャレンジ支援に努め、長期経
過求償権については、一部弁済による請求停止・保証債務
免除、損害金減免完済等を活用し、個々の状況に応じた親
身な対応に努めます。

①関係機関との連携強化
　国、地方公共団体をはじめ、金融機関や支援機関、専門
家の方と、これまで築いてきた連携をさらに強化し、その
ネットワークを活用することにより個々の中小企業者の置

かれた状況やニーズに応じた経営改善、事業再生、再チャ
レンジ支援に繋げます。

②業務の効率化
　デジタル技術を積極的に活用し、中小企業者や金融機関
の利便性を高めるとともに、業務の効率化を推し進め、働
きやすい職場環境の実現と人的資源を効果的に活用してい
くことにより、中小企業者への良質なサービスの提供に努
めます。

③強固な経営基盤の構築
　中小企業者の事業の発展を支える持続可能な信用補完制
度の確立に向けて、ガバナンス及びコンプライアンス態勢
の強化を図りながら、強固な経営基盤の構築に努めます。

④人材の育成
　業務の効率化に向けた「ＩＴリテラシーの向上」につい
て意識改革を進めることに加え、事業者のニーズに即応で
きる人材を育成するため、他の支援機関との連携を活用し
た実践的研修を導入するなど、研修体制の充実を図るとと
もに、中小企業診断士等の資格取得を引き続き推奨してい
きます。

⑤危機事象への対応
　南海トラフ地震などの大規模災害やシステム障害等、
様々な危機事象への対応が求められる中、外部から講師を
招いて災害対策本部立上げ訓練を実施するなど、不測の事
態に直面した際に中小企業金融のセーフティーネットとし
ての役割を果たすため、事業継続計画の実効性を高め、危
機管理態勢の充実・強化を図ります。

⑥情報戦略の充実・強化
　保証協会の認知度を高め、その存在意義を広く理解して
もらうため、SNSの活用やホームページ・広報誌等の充
実を図るなど、わかりやすくタイムリーな情報発信や広報
活動に努めます。

（５）その他間接部門

（４）回収部門

保 証 承 諾 額

保 証 債 務 残 高

項  目 金  額 (百万円)

代 位 弁 済 額

回 収 額

５０，０００

２２３，０００

３，０００

４００

対前年度計画比 (％)

１００．０

１０２．３

１００．０

１００．０
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～中小企業と伴走する「総合支援機関」として～

保証承諾額・保証債務残高の推移（億円）

当協会の課題と方向性

県内中小企業者数と保証利用状況の推移

県内事業者は20年前から11,213社減少している。保証利用者数・利用度は「新型コロナウイルス感染症対応資金 （ゼロ
ゼロ融資）」等により令和３年度に12,201社・48.1%まで増加したが、同資金の償還開始により、令和５年度以降は、高
水準を維持しながらも減少傾向にある。（令和6年度：10,248社・44.1%）

令和６年６月末の伴走支援型特別保証制度の受付終了をもって、一連のコロナ関連特別保証制度が完了したことにより、令和６年
度の保証承諾額は572億円（前年度比53.1%) と大幅な減少となった。一方、ゼロゼロ融資の繰り上げ償還の一巡や、経済再生
に伴う資金需要への対応により、保証債務残高は2,363億円（同97.5%) と漸減傾向にあるものの一定の水準を維持している。

人手不足・賃上げ・原材料高騰等、中小企業者の多岐にわたる経営課題に係る資金需要に柔軟に応えていくとともに、
コロナ禍の影響から脱しきれていない中小企業者には、個別の実情に寄り添った経営改善、事業再生、再チャレンジ
支援を実施するほか、総合支援機関としての支援体制充実に向け、不断の見直しによる強固な経営基盤の構築を図る。

事業継続先に対する経営改善、
事業再生支援、再チャレンジ支援
など、個々の状況に応じた親身な
対応に努めるとともに、新規求償
権の早期着手、 既存求償権の掘
り起しにより回収の促進を図る。

情報発信を強化しつつ創業機運の醸
成を図るとともに、創業前の相談か
ら、計画策定、金融支援、創業後のフォ
ローアップまでワンストップ型の支援
を提供し、新たな事業者の創出を通
じて地域経済の活性化に貢献する。

金融機関や支援機関との連携
強化を図りつつ、 経営改善に真
摯に取り組む事業者との対話
を通じて実体把握に努め、各事
業者のフェーズに応じた 効果
的な支援策を積極的に講じる。

事業者が抱える課題の把握に努め、
金融機関、 関係機関との連携によ
り課題解決を支援するほか、 経営
者保証不要の融資慣行を推進する
とともに、 挑戦意欲のある事業者
の資金需要に積極的に応える。

管理回収経営支援創業支援保証部門

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2

3,000
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2,000

1,500
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500

0

1,627億

■保証承諾金額　■保証債務残高

1,428億

R3.4
2,823億

882億

434億
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80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
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■中小企業者数　■保証利用者数　■利用度

20年前 34.2％

20年前 34,450社

20年前 11,767社

10年前 27,490社

10年前 8,081社 10,248社12,201社

25,345社
10年前 29.4％

44.1％
48.1％

23,237社

3 5 64

3 5 64

2,363億

令 和 ７ 年 度 重点取組み事項

複雑化する経営課題に
対応する柔軟な金融支援

事業者の実情に寄り添った
経営改善、事業再生、再チャレンジ支援

支援体制の充実に向けた
不断の業務改善

572億

令和７年度保証承諾等の主要業務数値（見通し）は以下の通りです。

③金融機関等との連携強化
　定期的な金融機関との意見交換により中小企業者支援に
係る認識共有を図り、保証協会付き借り入れをメインとし
て資金調達を行っている中小企業者への帯同訪問の実施や
小規模事業者向け合同相談会の開催などによる経営支援、
プロパー融資との協調融資による適切なリスク分担を行っ
た上での金融支援に努めます。

④政策保証等の積極的な活用
　企業のライフステージに応じて、国や地方公共団体の政
策に則った保証制度を推進するほか、経営者保証に依存し
ない融資慣行の確立や金融機関のプロパー融資との協調支
援により事業者の経営の安定・事業の発展に努めます。

⑤事業者の持続的な成長支援
　前向きな事業展開やDX・GXへの対応など、生産性向
上やM&Aによる事業者の成長に要する資金需要には積極
的に応えるとともに、業歴の浅い事業者、小規模事業者へ
の成長支援には、丁寧かつ親身に実態に応じて柔軟に対応
します。

①創業機運の醸成
　創業希望者や移住者に向けてセミナーやイベントを通じ
て創業を働きかけるほか、連携協定を結んでいる県内の大
学での授業を通じて学生の創業マインドを喚起するなど、
創業の裾野拡大を図ります。

②創業のフェーズに応じた支援体制
　創業前相談において創業計画づくりをサポートするとと
もに、保証による金融支援をはじめ、創業後のフォロー
アップ期間を３年から５年に延長し、加えて保証協会OB
職員を活用した専門家派遣やよろず支援拠点との連携を絡
めたフォローアップまでの一貫支援体制を増強します。

③政策保証を利用した創業資金の調達支援
　「経営者保証改革プログラム」の趣旨を踏まえ、法人化
のタイミングで「スタートアップ創出促進保証」の利用を
促進し、経営者保証に依存しない融資慣行確立に着実に取
り組みます。

④関係機関との連携
　地域の創業者を地域が一体で支援するとの観点から、引
き続き金融機関、行政、商工・経済団体、大学、企業など、
シナジー効果が見込めるあらゆる機関との密な連携に加
え、様々な創業者グループとつながりを持つ創業アンバサ
ダーの知見を活用して創業支援に努めます。

⑤情報発信の強化
　創業関連の情報や地方創生の取り組みについて、ホーム
ページ、公式LINE、Youtube、各種メディアへのニュー

スリリースに加え、地方創生部門専用のランディングペー
ジとグーグルビジネスプロフィールの新設を通じて積極
的に情報発信し、創業支援の認知度とプレゼンスを高め
ます。

⑥事業承継支援
　事業承継・引継ぎ支援センターとしっかり連携し、事業
譲渡者と創業者のマッチング機会を創り出すほか、金融機
関と連携し、高齢・小規模零細事業者の承継ニーズの確認
とフロントオフィス全体への情報共有に努めます。

①各種施策の活用・関係機関との連携強化
　経営支援目線での金融機関との連携強化により、企業の
情報共有を密に行い、業況悪化の兆候が見られる中小企業
者に対し、効果的な各種施策の提案を行うなどプッシュ型
の経営支援に努めます。また、「中小企業活性化協議会」
「事業承継・引継ぎ支援センター」「よろず支援拠点」等の
機能を有効に活用することにより、事業再生を支援してい
きます。

②経営支援体制の強化
　経営支援が必要な中小企業者に対し、個々の状況に応じ
て、「経営サポート会議」の開催や「経営支援強化促進補
助金事業」による専門家派遣を活用するとともに、抜本的
な再生支援が必要と判断される中小企業者に対しては、中
小企業活性化協議会等の各種支援スキームを活用した最適
な再生計画の策定と計画内容の実現について能動的に役割
を担います。また、延滞先や事故先についても金融機関及
び協会フロントオフィス部門全体で連携を図りながら、き
め細やかな期中支援に努めます。

③再チャレンジ支援の活用
　事業再生が極めて困難な中小企業者においては、経営者
（保証人）等の再チャレンジへと繋がるよう、中小企業活
性化協議会やREVICによる「再チャレンジ支援」スキー
ムを活用して廃業支援に努めます。

④「とくしま中小企業支援ネットワーク」の活用
　ネットワークのハブ機能を活かして、中小企業者の経営
改善、事業再生、創業支援、事業承継等に向けて各構成機
関と連携を強化し、有益な情報の発信に努めます。

⑤経営支援の効果検証
　経営支援を実施した中小企業者に対し、経営支援前と２
期経過後の「売上増加率」「営業利益増加率」「CRD財務
点数向上」の３指標について比較検証を行い、各指標につ
いて改善された中小企業者が40％以上となることを目指
します。

①経営課題解決支援
　企業訪問・経営者面談等による現場主義の徹底により、
中小企業者との対話を通じて企業が抱える経営課題の実態
把握に努め、事業のフェーズに応じた最適なソリューショ
ンの提案により、生産性向上や経営改善支援に努めます。

②小規模事業者に対する積極的な支援
　経営者層の高齢化や後継者難、また人手不足など、様々
な課題を抱えている小規模事業者の持続的発展を支えるた
め、資金繰りの円滑化を図るとともに、事業承継支援や飲
食業者を始めとする小規模事業者へのＤＸ支援など、きめ
細やかな支援に努めます。

３．保証承諾等の見通し

【報告：企画部】

①回収の早期着手
　新規求償権については、引き続き期中支援部門との連携
やコミュニケーションを密にして、関係人や担保物件の現
状把握を早期に行うことにより、速やかな回収方針の決定
と着手に繋げます。

②担保物件の売却促進
　任意売却可能な物件については、関係人との協議のもと
期間を定めて任意売却にあたり、売却が難しい場合は速や
かに法的手続きへ移行します。

③既存求償権の掘り起し
　顧客との接点を絶やさず顧客情報のアップデートを行
い、関係人の状況を考慮し現実的な解決策の提案を行い
ます。

④管理回収業務の効率化
　回収の見込みがない求償権については、速やかに管理事
務停止とするとともに事務手続きの簡素化・効率化に努
め、回収が見込める求償権に注力します。

⑤経営改善・事業再生・生活再建に向けた取組
　事業継続先については、事業者の意欲や意向をふまえ経
営支援、事業再生支援や再チャレンジ支援に努め、長期経
過求償権については、一部弁済による請求停止・保証債務
免除、損害金減免完済等を活用し、個々の状況に応じた親
身な対応に努めます。

①関係機関との連携強化
　国、地方公共団体をはじめ、金融機関や支援機関、専門
家の方と、これまで築いてきた連携をさらに強化し、その
ネットワークを活用することにより個々の中小企業者の置

かれた状況やニーズに応じた経営改善、事業再生、再チャ
レンジ支援に繋げます。

②業務の効率化
　デジタル技術を積極的に活用し、中小企業者や金融機関
の利便性を高めるとともに、業務の効率化を推し進め、働
きやすい職場環境の実現と人的資源を効果的に活用してい
くことにより、中小企業者への良質なサービスの提供に努
めます。

③強固な経営基盤の構築
　中小企業者の事業の発展を支える持続可能な信用補完制
度の確立に向けて、ガバナンス及びコンプライアンス態勢
の強化を図りながら、強固な経営基盤の構築に努めます。

④人材の育成
　業務の効率化に向けた「ＩＴリテラシーの向上」につい
て意識改革を進めることに加え、事業者のニーズに即応で
きる人材を育成するため、他の支援機関との連携を活用し
た実践的研修を導入するなど、研修体制の充実を図るとと
もに、中小企業診断士等の資格取得を引き続き推奨してい
きます。

⑤危機事象への対応
　南海トラフ地震などの大規模災害やシステム障害等、
様々な危機事象への対応が求められる中、外部から講師を
招いて災害対策本部立上げ訓練を実施するなど、不測の事
態に直面した際に中小企業金融のセーフティーネットとし
ての役割を果たすため、事業継続計画の実効性を高め、危
機管理態勢の充実・強化を図ります。

⑥情報戦略の充実・強化
　保証協会の認知度を高め、その存在意義を広く理解して
もらうため、SNSの活用やホームページ・広報誌等の充
実を図るなど、わかりやすくタイムリーな情報発信や広報
活動に努めます。

（５）その他間接部門

（４）回収部門

保 証 承 諾 額

保 証 債 務 残 高

項  目 金  額 (百万円)

代 位 弁 済 額

回 収 額

５０，０００

２２３，０００

３，０００

４００

対前年度計画比 (％)

１００．０

１０２．３

１００．０

１００．０
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令和７年度　重点取組み事項について

保証部門の
重点取組み事項について

○人手不足や物価高騰により県内中小企業・小規模事業者の経営環境が厳しさを増す中、地域に
おいて「頼りになる保証協会」となるべく、課題解決に向けてきめ細やかな支援に努めます。

・保証付メイン先を中心に企業訪問による実
態把握及びプッシュ型支援を展開し、モニ
タリングの強化を図る。

・部署間での連携による事業承継のニーズ確
認と支援を行う。

現場主義の徹底により、積極的な訪問・面談を通じて企業の課題を把握し、各種支援施策を活用しながら、 各事業者の課題解
決・持続的な成長に向けてきめ細やかな支援に努めます。

金融機関営業店との情報交換を通じて企業の実態把握や対応策の目線合わせに努めるとともに、関係機関との連携強化に取り
組み、金融機関との適切なリスクシェアを図りながら、多面的な金融支援・経営支援に努めます。

「適正保証推進キャンペーン」、「持続的成長応援キャンペーン」及び「保証料割引キャンペーン」を展開し、資金繰り支援を
はじめ事業者の前向きな取組みや新たな挑戦を強力に支援します。

物価高騰や賃上げ等に伴う資金繰り支援、
DX投資などの設備投資に対してプロパー協
調融資による踏み込んだ与信対応を実施する
ほか、新設された協調支援型特別保証制度の
活用など、金融機関と連携した支援を行う。

ト ラ ス ト

ツインローン
アシストローン
リ ピ ー ト
プ レ ミ ア ム

１. 企業の実情に応じたきめ細やかな支援

月別保証承諾及び
保証債務残高の推移

令和６年度
業種別保証承諾の割合

（金額ベース）

令和６年度
制度別保証承諾の割合

２. 金融機関等との連携強化

３. 中小企業を応援する３つのキャンペーンを展開

経営課題の解決を支援

金融機関との協調支援

適正保証推進キャンペーン

金融機関と連携して、小規模事業者への帯同
訪問や合同相談会を実施し、各事業者の悩み
や課題を把握するほか、提供可能なソリュー
ションの提案により金融支援のみならず効果
的な本業支援を行う。

金融機関との連携等により経営者保証を不要
とする取扱いに加え、事業者選択型経営者保
証非提供制度の可能性を検討するなど、経営
者保証に依存しない融資慣行の確立に向け、
一層の促進を行う。

小規模事業者向け支援

経営者保証に依存しない融資慣行の推進

持続的成長応援キャンペーン

外部専門家

活性化協議会

商工団体等

協調支援型特別保証制度や自治体制度をはじ
め各種政策保証を活用し、事業者のニーズに
応じたタイムリーな金融支援を行う。

（１）特定社債 <SDGs推進枠＞ △0.2％
（２）県 短 期 <通 常 枠>（新規先） 〃 　
（３）県 短 期 <経済回復支援枠> 〃 　
（４）県 経 済 変 動 （　ネ　オ　） 〃 　
（５）県 経 済 変 動 （プレミアム） △0.1％
（６）県生産性革命 （　　〃　　） 〃 　

政策保証の活用

関係機関との連携

保証料割引キャンペーン

■■■保証承諾　■■■債務残高 ●

54 6 7 8 9 10 11 12 2 31

20,000

15,000

10,000

5,000

0

300,000

200,000

100,000

0

（百万円） （百万円）

242,629 236,333 製造業
14.8％

建設業
26.2％

卸売業
13.8％

小売業
13.6％

運送業
5.3％ サービス業

17.5％

飲食店
3.4％

その他
5.4％ １　県・短期事業資金 32.38％

２　県・経営力強化　　伴走支援資金 22.09％

３　県・経済変動対策資金 20.95％

４　県・生産性革命　　応援資金 3.32％

５　県・小口資金 2.51％

《中小・零細企業の持続的な成長に向けた金融支援・経営支援》

専門家派遣事業を活用した
連携支援
405事業、Vアップ事業の積
極的な活用
情報交換を通じて事業者への
多面的な支援に繋げる

小規模事業者の資金ニーズに
スピーディに対応する推薦保証
プロパー資金との協調融資
事業承継資金
短期継続資金
経営者保証不要で取り組む
プロパー資金との協調融資

ネ オ

ネ ク ス ト

チ ャ レ ン ジ

新規先、完済先の事業者
に対する金融支援
創業支援卒業先に対する
さらなる成長支援
挑戦意欲旺盛な事業者に
対する広報支援

保証部門

令和６年度の実績

今年度の取組み

7,812
6,261

○創業前相談から創業後のフォローアップまで一貫した支援体制により、創業される方を全力でサポートします。
○創業機運を醸成し起業の心理的ハードルを下げ、新規創業を推進することで県内事業所の減少を食い止めます。
○移住者への起業支援や創業者ネットワークの拡大に努め、 「地域経済の活性化」と「地方創生」に貢献します。

リモートワークやワーケーションで地方が注目される中、
各種イベントや次世代起業家を育成するキャリア教育を通
じ、創業機運醸成に努めます。また、金融機関、行政、商工・
経済団体、大学、企業など、あらゆる機関との連携により
地方創生に貢献します。創業保証企業数の推移

H24 H26H25 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R5 R6R4R3
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141 144

462

146 146
114102 106

189

121 136

79

11年連続
100社を
達成！

感染症拡大の影響によ
り、創業３年未満の方
からの申込が急増

平成23年度に本格的に「創業支援」に取り組み始めてから、当協会がサ
ポート（創業保証）した累計企業数は1,988社を突破。
年間100名を超える創業者を当協会から安定的に創出し、地域の雇用創
出と経済の活性化を図ります。

創業機運の醸成

情報発信の強化

各種機関との連携

事業承継

●提案型創業セミナー
創業にチャレンジする事業者の気運醸成のため、創業アドバイ
ザーと連携した当協会主催の小規模提案型創業セミナーを開催。
●「まちしごとファクトリー」
徳島大学、徳島新聞社と連携して、地域に根差したス
モールビジネスを育てる。当協会職員を講師として派
遣し、ビジネスプラン作成セミナー等を開催する。
●「とくしま回帰×シゴトづくりセミナー」
「徳島の魅力」や「他の地方との違い」などトー
クセッションを交えて徳島での起業を提案す
るセミナー。

●地方創生部専用HPの開設
イベントの告知や創業事例の紹介等を専用HPで掲載。
●公式LINEアカウントの活用
イベント情報等をタイムリーに発信するとともに、創業者専用のラ
ンディングホームページを開設し、創業者の課題解決を支援する。

●当協会の有するネットワークを最大限活用し、事業承継の課題を
抱える事業者について情報共有を図り、廃業を検討している事業
者と創業者とのマッチングなど、当協会を挙げた取組みを通じて
事業承継の促進に努める。
●「徳島県事業承継・引継ぎ支援センター」と連携し、後継者不在
の企業と創業者をはじめとする譲受企業とのマッチング機会を創
り出し、スムーズな事業承継の推進に努める。

まちしごと
ファクトリー

創業するなら保証協会へ！

４

５

１

２

３

「創業前相談窓口」「夜間・休日創業相談会」の実施
●オンライン、休日、夜間など、平日はお忙しい方や遠方の方
のご相談もお受けできる柔軟な体制を準備しています。

創業前からのサポート
●創業を志すお客さまに寄り添って計画作りを支援します。
●金融機関からの「丸投げ」を推奨しています。
●創業準備が整えば、保証利用による資金調達が可能です。
●低利・保証料ゼロによる地公体制度融資をご提案します。

「スタートアップ創出促進保証」の活用
●創業期の経営者保証を不要とする保証制度、「スタートアッ
プ創出促進保証（SSS）」を積極的に活用します。

創業後の伴走フォローアップ（５年へ拡大）
●保証後6か月及び決算期に定期モニタリングを実施します。
●YouTube動画を作成し、プロモーションを支援します。
●よろず支援と連携した経営支援に取り組みます。
●専門家派遣及び協会OBによるアドバイスを提供します。
●創業展示ブースを拡充し、PR活動の機会を提供します。
●訪問に加え、オンラインを活用したフォローアップの拡充を図ります。

創業アンバサダーの活用
●5名の「創業アンバサダー」がそれぞれのネットワークを活
用し、当協会の創業情報を発信します。

NEW
NEW
NEW

NEW

NEW

NEW

●「女性起業塾」
徳島県が主催、花咲ねーさん企業組合が運営
する、徳島県内の女性起業家を育てる「女性
起業塾」に当協会も協力。創業前・創業準備
段階をサポートし、県内の女性の起業・創業
を後押しする。
●県内３大学との連携
連係協定を締結している徳島大学・四国大学・徳島文理大学で実
践的な起業講座を開催し、次世代の企業マインド育成に貢献する。
●創業塾や創業セミナーへの講師派遣
県内市町村や商工会が開催する金融・経営から、税務・労務、プ
ロモーションまで幅広く学ぶことができる創業セミナーに、協会
職員を講師として派遣し、金融部門を中心に講義を実施。

地方創生部門の
重点取組み事項について

令和７年度　重点取組み事項について
地方創生部門

地方創生令和６年度の実績と今年度の取組み
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○創業前相談から創業後のフォローアップまで一貫した支援体制により、創業される方を全力でサポートします。
○創業機運を醸成し起業の心理的ハードルを下げ、新規創業を推進することで県内事業所の減少を食い止めます。
○移住者への起業支援や創業者ネットワークの拡大に努め、 「地域経済の活性化」と「地方創生」に貢献します。

リモートワークやワーケーションで地方が注目される中、
各種イベントや次世代起業家を育成するキャリア教育を通
じ、創業機運醸成に努めます。また、金融機関、行政、商工・
経済団体、大学、企業など、あらゆる機関との連携により
地方創生に貢献します。創業保証企業数の推移
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11年連続
100社を
達成！

感染症拡大の影響によ
り、創業３年未満の方
からの申込が急増

平成23年度に本格的に「創業支援」に取り組み始めてから、当協会がサ
ポート（創業保証）した累計企業数は1,988社を突破。
年間100名を超える創業者を当協会から安定的に創出し、地域の雇用創
出と経済の活性化を図ります。

創業機運の醸成

情報発信の強化

各種機関との連携

事業承継

●提案型創業セミナー
創業にチャレンジする事業者の気運醸成のため、創業アドバイ
ザーと連携した当協会主催の小規模提案型創業セミナーを開催。
●「まちしごとファクトリー」
徳島大学、徳島新聞社と連携して、地域に根差したス
モールビジネスを育てる。当協会職員を講師として派
遣し、ビジネスプラン作成セミナー等を開催する。
●「とくしま回帰×シゴトづくりセミナー」
「徳島の魅力」や「他の地方との違い」などトー
クセッションを交えて徳島での起業を提案す
るセミナー。

●地方創生部専用HPの開設
イベントの告知や創業事例の紹介等を専用HPで掲載。
●公式LINEアカウントの活用
イベント情報等をタイムリーに発信するとともに、創業者専用のラ
ンディングホームページを開設し、創業者の課題解決を支援する。

●当協会の有するネットワークを最大限活用し、事業承継の課題を
抱える事業者について情報共有を図り、廃業を検討している事業
者と創業者とのマッチングなど、当協会を挙げた取組みを通じて
事業承継の促進に努める。
●「徳島県事業承継・引継ぎ支援センター」と連携し、後継者不在
の企業と創業者をはじめとする譲受企業とのマッチング機会を創
り出し、スムーズな事業承継の推進に努める。

まちしごと
ファクトリー

創業するなら保証協会へ！

４

５

１

２

３

「創業前相談窓口」「夜間・休日創業相談会」の実施
●オンライン、休日、夜間など、平日はお忙しい方や遠方の方
のご相談もお受けできる柔軟な体制を準備しています。

創業前からのサポート
●創業を志すお客さまに寄り添って計画作りを支援します。
●金融機関からの「丸投げ」を推奨しています。
●創業準備が整えば、保証利用による資金調達が可能です。
●低利・保証料ゼロによる地公体制度融資をご提案します。

「スタートアップ創出促進保証」の活用
●創業期の経営者保証を不要とする保証制度、「スタートアッ
プ創出促進保証（SSS）」を積極的に活用します。

創業後の伴走フォローアップ（５年へ拡大）
●保証後6か月及び決算期に定期モニタリングを実施します。
●YouTube動画を作成し、プロモーションを支援します。
●よろず支援と連携した経営支援に取り組みます。
●専門家派遣及び協会OBによるアドバイスを提供します。
●創業展示ブースを拡充し、PR活動の機会を提供します。
●訪問に加え、オンラインを活用したフォローアップの拡充を図ります。

創業アンバサダーの活用
●5名の「創業アンバサダー」がそれぞれのネットワークを活
用し、当協会の創業情報を発信します。

NEW
NEW
NEW

NEW

NEW

NEW

●「女性起業塾」
徳島県が主催、花咲ねーさん企業組合が運営
する、徳島県内の女性起業家を育てる「女性
起業塾」に当協会も協力。創業前・創業準備
段階をサポートし、県内の女性の起業・創業
を後押しする。
●県内３大学との連携
連係協定を締結している徳島大学・四国大学・徳島文理大学で実
践的な起業講座を開催し、次世代の企業マインド育成に貢献する。
●創業塾や創業セミナーへの講師派遣
県内市町村や商工会が開催する金融・経営から、税務・労務、プ
ロモーションまで幅広く学ぶことができる創業セミナーに、協会
職員を講師として派遣し、金融部門を中心に講義を実施。

地方創生部門の
重点取組み事項について

令和７年度　重点取組み事項について
地方創生部門

地方創生令和６年度の実績と今年度の取組み
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経営支援部門の
重点取組み事項について

令和７年度　重点取組み事項について
経営支援部門

○金融機関や支援機関との連携をさらに強固なものとし、経営改善に真摯に取組む事業者との対
話を通じて業況把握に努めるとともに、事業者のニーズに応じた支援策の展開を図ります。

●経営改善意欲の高い事業者を対象として、個別のニーズに
応じた伴走支援を展開
●保証付融資の割合が高い事業者を対象として、協会主導の
もと実態把握を実施し、プッシュ型支援に繋げる
●初回リスケ時における現況把握及び各種支援施策の提案を
強化し、早期対応の充実に繋げる
●個別の事業者について、金融機関の本部等と情報共有を行
うとともに、今後の支援方針について目線合わせを実施

●事業者のフェーズに応じた効果的な支援施策を活用
【収益力改善フェーズ】
収益力改善支援、早期経営改善計画策定支援（Vアップ）
【事業再生フェーズ】
経営改善計画策定支援（405事業）、プレ再生支援、 再生
支援、事業再生GL（再生型）
【再チャレンジフェーズ】
事業再生GL（廃業型）、地域経済活性化機構（REVIC）
●上記施策の活用に加え、当協会独自の取組みである経営支
援アドバイザー及び経営支援強化促進補助金事業を効果的
に組み合わせていく

●中小企業活性化協議会への積極的な案件持込
●後継者不在の事業者に対する支援について、事業承継引継
ぎセンターとの連携を強化
●小規模事業者の本業支援について、よろず支援拠点との連
携を強化
●県内若手税理士との勉強会等による関係強化
●とくしま中小企業NW幹事会議を活用した情報共有を強化

１．事業者の実態把握の強化 ２．事業者のフェーズに応じた支援施策の活用

３．各支援機関との連携強化
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●長期リスケ先を対象として、協会が主導して出口戦略を策定
●事業者が使えるＰＲ動画の制作等による本業支援を実施
●経営改善・再生支援についてのWebセミナーを開催
●とくしま中小企業NW会議代表者会議を活用した情報発信
●ベストプラクティス事例の情報発信

４．協会主導の事業再生と情報発信
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代位弁済額の推移

原材料価格の高騰、人件費の負担増加、ゼロゼロ融資の返
済開始等、厳しい経営環境が続いていることより、返済緩
和残高の割合は増加傾向。
※返済緩和残高の割合=返済緩和残高/保証債務残高

厳しい経営環境の長期化により、R6年度は法的整理や事
業再生による代位弁済が増加した。今年度は、物価高騰や
人手不足に加え、過剰債務に苦しむ事業者の倒産が予想さ
れ、R６年度と同程度を見込む。
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返済緩和残高の推移
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今年度の取組み

令和６年度の実績
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経営支援部門の
重点取組み事項について

令和７年度　重点取組み事項について
経営支援部門

○金融機関や支援機関との連携をさらに強固なものとし、経営改善に真摯に取組む事業者との対
話を通じて業況把握に努めるとともに、事業者のニーズに応じた支援策の展開を図ります。

●経営改善意欲の高い事業者を対象として、個別のニーズに
応じた伴走支援を展開
●保証付融資の割合が高い事業者を対象として、協会主導の
もと実態把握を実施し、プッシュ型支援に繋げる
●初回リスケ時における現況把握及び各種支援施策の提案を
強化し、早期対応の充実に繋げる
●個別の事業者について、金融機関の本部等と情報共有を行
うとともに、今後の支援方針について目線合わせを実施

●事業者のフェーズに応じた効果的な支援施策を活用
【収益力改善フェーズ】
収益力改善支援、早期経営改善計画策定支援（Vアップ）
【事業再生フェーズ】
経営改善計画策定支援（405事業）、プレ再生支援、 再生
支援、事業再生GL（再生型）
【再チャレンジフェーズ】
事業再生GL（廃業型）、地域経済活性化機構（REVIC）
●上記施策の活用に加え、当協会独自の取組みである経営支
援アドバイザー及び経営支援強化促進補助金事業を効果的
に組み合わせていく

●中小企業活性化協議会への積極的な案件持込
●後継者不在の事業者に対する支援について、事業承継引継
ぎセンターとの連携を強化
●小規模事業者の本業支援について、よろず支援拠点との連
携を強化
●県内若手税理士との勉強会等による関係強化
●とくしま中小企業NW幹事会議を活用した情報共有を強化

１．事業者の実態把握の強化 ２．事業者のフェーズに応じた支援施策の活用

３．各支援機関との連携強化
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●長期リスケ先を対象として、協会が主導して出口戦略を策定
●事業者が使えるＰＲ動画の制作等による本業支援を実施
●経営改善・再生支援についてのWebセミナーを開催
●とくしま中小企業NW会議代表者会議を活用した情報発信
●ベストプラクティス事例の情報発信

４．協会主導の事業再生と情報発信
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原材料価格の高騰、人件費の負担増加、ゼロゼロ融資の返
済開始等、厳しい経営環境が続いていることより、返済緩
和残高の割合は増加傾向。
※返済緩和残高の割合=返済緩和残高/保証債務残高

厳しい経営環境の長期化により、R6年度は法的整理や事
業再生による代位弁済が増加した。今年度は、物価高騰や
人手不足に加え、過剰債務に苦しむ事業者の倒産が予想さ
れ、R６年度と同程度を見込む。
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管理回収部門の
重点取組み事項について

令和７年度　重点取組み事項について

令和７年度　重点取組み事項について

管理回収部門
その他の取組み

○新規求償権の早期着手と既存求償権の掘り起こし・見極めにより回収を促進するとともに、
事業継続先に対する経営改善・事業再生支援さらには生活再建に向けた再チャレンジ支援な
ど個々の状況に応じた親身な対応に努めます。

回収金額の推移

今年度の取組み

○強固な経営基盤の構築のため、恒常的にDX、人材育成、コンプライアンス、BCPに取り組み、
安定した信用保証業務を提供することにより、地域において「頼りになる保証協会」を目指します。

その他の取組みについて

今年度の取組み

Ｄ　Ｘ

コンプライアンス態勢の強化 BCPの実効性向上

●DXを推進するロードマップを策定し、事務作業の電子化やRPA活
用による業務効率化を着実に実行する。

●デジタル技術の活用により利用者の利便性向上に努めるとともに、事
務の効率化を図ることにより限られたリソースを有効に活用し、厳し
い経営環境におかれている中小企業への積極的な経営支援に努める。

●チェックシートによる早期発見・対応、ハラスメント相談窓口の周
知徹底、関係機関が開催する研修などを通じ、コンプライアンス意
識のさらなる浸透、コンプライアンス事案への対応力の向上を図る。

人 材 育 成
●事業者のニーズに即応できる人材を育成するため、入協3年目まで
の若手職員を重点に置いた研修会の実施や現場意見を反映した研修
体系の構築など、研修体制の充実を図る。

●「ＩＴパスポート」の資格取得を推進し、職員全体のＩＴリテラシー
向上を図る。

●南海トラフ地震などの大規模災害やシステム障害等、様々な危機事象への対応が求められ
る中、関係機関と連携した合同災害訓練に積極的に参加するなど、地域との連携も図りつつ、
地域全体の機能継続に貢献するとともに、発災時における事業継続力の向上に取り組む。
●外部より講師を招いて「災害対策本部設置訓練」を実施する。

回収の促進
●新規求償権については、代位弁済前より部
署間の情報共有を徹底し、より早期の方針
決定と着手に努める。

●顧客との接点を絶やさず、常に顧客情報の
アップデートを行うことにより、機を逃さな
い適時適切な対応に繋げる。

管理業務の効率化
●回収の見込みがない求償権について
は、速やかに管理事務停止を実施し、
回収が見込める求償権に注力するとと
もに、弁護士等の効果的な活用により、
回収の効率化を図る。
●管理回収支援帳票等、データを有効
に活用する。

経営改善・事業再生・生活再建に向けた取組
●事業を継続している事業者に対しては、協会の専
門家派遣を利用した経営支援、各支援機関と連携
した事業再生支援や再チャレンジ支援を検討。

●長期経過案件については「一部弁済による請求停
止・保証債務免除」、「損害金減免による早期完
済」等を活用し、個々の状況に応じた親身な対応
に努める。

信用補完制度の堅持

協会収支の維持

保険収支の改善

無担保、無保証人制度の浸透や、法的手続きの心理的ハー
ドル低下による破産者等の増加、さらに関係人の高齢化な
どにより、回収金額は減少傾向で推移している。
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【報告：企画部】

この度、当協会が取り扱う主な保証制度の内容を紹介したリーフレット・「保証制度のご案内」が完成いたしました。

各金融機関のそれぞれの営業店舗などには、５月上旬にお届けしております。
また、電子データも当協会ホームページに掲載しておりますので、ぜひご活用ください。

当協会HP：https://www.cgc-tokushima.or.jp

お客様への商品の紹介が
スムーズに行えます。

裏面には「適正保証推進キャン
ペーン」、「持続的成長応援キャン
ペーン」のご案内を掲載しており
ます。積極的にご利用ください。

POINT
その１

POINT
その２

電子データ
はこちら

PDF

令和７年度版「保証制度のご案内」が完成しました

人気の保証制度（県制度、協会制度）が一目でわかります！
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【報告：企画部】

この度、当協会が取り扱う主な保証制度の内容を紹介したリーフレット・「保証制度のご案内」が完成いたしました。

各金融機関のそれぞれの営業店舗などには、５月上旬にお届けしております。
また、電子データも当協会ホームページに掲載しておりますので、ぜひご活用ください。
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その２

電子データ
はこちら

PDF

令和７年度版「保証制度のご案内」が完成しました

人気の保証制度（県制度、協会制度）が一目でわかります！

【報告：地方創生部】

【報告：経営監査室】

コンプライアンス・プログラム（令和７年度）
令和７年度のコンプライアンス・プログラムを策定いたしました。

理　事　会 顧問弁護士

会　　　長監　事

コンプライアンス委員会

コンプライアンス統括部署（経営監査室）

職　　　員　　　等

報告・連絡・相談

調査・チェック

指示

コンプライアンス組織体制図計画　①随時必要な時期に、役員部長会議等で言及・喚起
1. コンプライアンス 委員長 の活動

計画　①コンプライアンス・プログラムの審議及び策定
　　　②コンプライアンス・マニュアルの改正審議
　　　③コンプライアンス・アンケートの結果審議
　　　④個人データ取扱状況の結果審議
　　　⑤法令遵守に関する重要事項及び再発防止策の審議

2. コンプライアンス 委員会 の活動

計画　①コンプライアンス・プログラム及びコンプライアンス実施計画表の作成・周知
　　　②コンプライアンス・マニュアルの問題点及び課題の抽出
　　　③コンプライアンス・アンケートの企画・立案及び実施
　　　④個人データ取扱状況の点検の指揮
　　　⑤コンプライアンス研修（個別・集合）の実施
　　　⑥反社会的勢力との対応についての研修の実施
　　　⑦情報セキュリティ対策研修の実施

3. コンプライアンス 統括部署 の活動

計画　①担当部署定例会議等におけるコンプライアンス啓蒙活動の実施
　　　②個人データ取扱状況の点検の実施
　　　③コンプライアンス・アンケートの管理・取り纏め

4. コンプライアンス 担当者 の活動

コンプライアンス担当者

創業推進課の専用ＨＰを開設しました

この度、地方創生部創業推進課
専用ホームページを開設しました。

これから起業・創業をお考えの方向けに、
セミナー情報や先輩創業者の事例を紹介
していく予定です。ぜひ一度ご覧ください！

徳島県信用保証協会 創業推進課 https://cgc-tokushima-startup.com
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４月22日（火）、当協会会議室にて県内11金融機関の皆様にご出席いただき、「令和７年度 保証懇談会」を
開催しました。

保証懇談会を開催

　冒頭、当協会の永井専務理事より、各金融機関へ日頃のご協力に対し感謝
の意を伝え、続けて、工藤常勤理事より「令和７年度経営計画」を説明しま
した。
　また、企業支援統括本部長及び各部長より「令和７年度重点取組み事項」
を説明し、コロナ禍から社会経済活動が正常化する中、物価高騰、人手不足、
人件費高騰など経営環境の変化を受ける県内の中小企業・小規模事業者への
対応やご協力を依頼しました。

金融機関の皆様には、業務ご多忙中にもかかわらず、ご出席いただきましてありがとうございました。

この会議は、金融機関と連携して県内中小企業の金融円滑化に貢献する
ことを目的として、毎年開催しております。

【報告：企画部】

４月15日（火）、阿波銀行本店の会議室にて、阿波銀行藍住支店、
板野支店、上板支店及び板東支店との勉強会を開催し、15名の
行員の皆様にお集まりいただきました。

阿波銀行藍住・板野・上板・板東支店との勉強会を開催

　はじめに、保証部長の植田より勉強会の開催にあたり、参加者の皆様にさ
らなる保証推進をお願いするとともに、日ごろの感謝を述べました。また、
保証実績等について説明を行いました。
　続いて保証１課担当者より、保証キャンペーン、今期のおすすめ制度、経営
者保証を免除する対応・方法及び保証付き融資の留意点について説明を行いま
した。
　最後に、経営支援課の渡邉並びに創業推進課の小川より、経営支援施策の
案内、創業支援の進め方及びキャンペーンの説明を行いました。
　今回の勉強会を通じ、より一層金融機関担当者の皆さまとの繋がりができ、大変有意義な会となりました。引き続き事業者の
方々に寄り添った支援を金融機関の皆さまとともに行い、中小企業融資の円滑化に寄与して参ります。

【報告：保証部】

４月17日（木）、阿波銀行本店営業部の会議室にて、28名の行員
の皆様と勉強会を行いました。

阿波銀行本店営業部との勉強会を開催

　はじめに保証部長の植田より、日頃の保証付き融資のご利用に対する感謝
の言葉を述べるとともに、更なる県内中小企業に対する保証付き支援をお願
いしました。
　続いて、保証２課長の福井より、適正保証推進キャンペーンについて説明
し、積極的な利用をお願いするとともに、３月から新しく始まった協調支援
型の制度についても説明し、日頃からコミュニケーションを図り、実際の業
務の中で生かしていただくことをお願いしました。
　最後に、田村審査役から実際の事例も交えながら案件対応を紹介し、適切
なリスクシェアを図りながらの顧客支援をお願いしました。
　勉強会後は懇親会を開催し、親睦を深めることができました。
　阿波銀行本店営業部の皆様、お忙しい中お集まりいただき、ありがとうございました。

【報告：保証部】
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【報告：保証部】

　「保証協会団信」金融機関向け取扱い手数料につきましては、新規加

入１件につき1,000円から5,000円に引き上げしておりますが、その

期間がさらに1年間延長されることとなりました。

　引き続き本制度を積極的にご利用くださいますようお願いします。

「保証協会団信」にかかる金融機関向け取扱手数料の引上げ期間延長について

※令和８年3月までに初年度の特約料が口座振替された
案件が対象となります。

※全国信用保証協会連合会の「保証協会団信」ホーム
ページ内で「特約料の試算」が可能です。申込金額
や据置期間等の入力により、申込金額に応じた特約
料目安金額を簡単に算出することができますので是
非ご活用ください。

詳しくは全国信用保証協会連合会のホームページをご確認ください。

保証協会団信 https://www.zenshinhoren.or.jp/danshin/

※ 取扱い手数料引上げキャンペーン期間を延長します! ※※ 取扱い手数料引上げキャンペーン期間を延長します! ※

変更前

令和７年２月
融資実行分まで

変更後

令和８年２月
融資実行分まで

スマートフォンやタブレット
でもご利用可能です
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【報告：企業支援部】

期中支援課からのお知らせ

令和７年６月の代位弁済予定日は  ６月２０日（金）  です。
代位弁済締日（※）は、 ６月１６日（月）  です。

　代位弁済手続きが正確・迅速に進められるよう、協会からの問合わせ・書類作成依頼等には速やかに対応いただけ 
ますよう、ご協力方よろしくお願い致します。
　※）その月に代位弁済を行うための処理の締切日。この日までに、全ての手続きを完了させておく必要があります。

連絡先
Tel ０８８−６２２−０２１９

企業支援部　期中支援課



　金融機関並びに関係機関の皆さま、平素より当協会の
業務運営に多大なるご協力をいただき誠にありがとうご
ざいます。
　昨年度に引き続き、「保証部」・「地方創生部」・「企業支
援部」・「管理部」のフロントオフィス全般を担当させて
いただきますが、多様化する役割にしっかりコミットし、
ひいては地域経済の活力ある発展のために精進いたしま
すので、ご指導のほどよろしくお願いいたします。
　中小企業を取り巻く環境は、コロナ禍が明けて経済活
動が正常化した一方、原材料費や人件費の高騰を背景に
経営環境の厳しさは増しています。
　こうしたなか、今年度はプロパー融資との併存保証承
諾率全国２位に代表される金融機関との強固なリレー
ションによる金融支援を軸として、地方創生部で行う創
業支援後のフォローアップ年数の拡大、企業支援部の担
当範囲の見直しによるプッシュ型支援の強化を行い、事
業者のニーズに的確に対応していき、「中小企業者」・「金
融機関」・「地域社会」・「保証協会」の四方良しとなるべ
く努めてまいりますので、引き続きご支援ご協力をよろ
しくお願いいたします。

　関係機関の皆さま、平素より当協会の業務運営に多大
なるご協力を賜り、誠にありがとうございます。今年度
も保証一課長を務めさせていただきますので、引き続き
よろしくお願いいたします。
　当課の今年度の陣容ですが、若手エースの尾上が地方
創生部へ異動となり、新入職員の吉田が新たに加わりま
した。残留組の伊澤、岡課長代理、平尾係長、片岡と計
５名で、県北部及び県西部を担当させていただきますの
で、よろしくお願いいたします。
　中小企業を取り巻く経営環境は、人手不足や物価高騰
などの影響を受け、非常に厳しい状況が続いていますが、
地元徳島県のために奮闘されている中小企業の皆さまを、
関係機関の皆さまとともに全力で応援していきたいと考
えておりますので、ご協力を賜りますよう重ねてお願い
申し上げます。

　金融機関ならびに関係機関の皆さま、日頃より大変お
世話になっております。
　本年度の保証二課は、昨年度に引き続き私、田村審査役、
明石課長代理、林係長、武市の５名で徳島市内の一部と
県南エリアを担当させていただきます。
　県内の中小企業・小規模事業者の経営環境は、物価高騰・
人件費高騰など、依然として経営環境の厳しい状況に置
かれております。こうした事業者に寄り添った金融支援・
経営支援に全力で寄り添い、関係機関の皆様と更なる連
携強化に努めてまいりますので引き続きご支援ご協力よ
ろしくお願いいたします。
　また、より一層の迅速な対応と円滑な業務遂行に努力
してまいりますので、よろしくお願いいたします。

　金融機関はじめ関係機関の皆さま、平素より当協会の業務
運営に多大なるご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、富田の後任として保証事務課長に就任いたし
ました。微力ではございますが、円滑な業務遂行に精励
して参りますので、一層のご指導を賜りますようお願い
申し上げます。
　保証事務課では、申込受付、保証書発行、保証料・担保
手続、各種報告処理などを行っております。日頃より丁寧
で正確かつスピード感ある対応を心掛け、県内中小企業の
皆さまを関係機関の皆さまと保証協会が力強く支える一助
となるよう励んでおります。記入要領などご不明な点等が
ございましたら、お気軽にお問い合わせください。
　今年度も変わらぬメンバーで、円滑で迅速な対応に努
めてまいりますので、課員一同どうぞよろしくお願いい
たします。

企業支援統括本部

脇坂本部長

令和７年度の新体制がスタートしました。
当協会は、地域の経済・雇用の担い手である県内中小企業・小規模事業者を
応援していく地域密着型「総合支援機関」として、保証による「金融支援」
に加え「経営支援」「創業支援」に積極的に取り組んでいるところです。

各部紹介 企業支援統括本部・保証部Introduction

NEXT 〉〉〉 来月は地方創生部をご紹介します！ 【報告：企業支援統括本部・保証部】

保証月報では、当協会をより身近に感じていただけるよう、今月号から職員の紹介を行います。
今回は企業支援統括本部と保証部をご紹介します。

　平素は当協会の業務運営に多大なるご協力・ご支援を
いただき誠にありがとうございます。
　保証部では保証審査２課体制も軌道に乗り、私自身も
保証部長２年目を迎え、地に足をつけ一層の中小企業の
振興と地域経済の発展に尽力して参りますので今年度も
ご指導のほどよろしくお願い致します。
　さて、昨年度の保証状況ですが、保証承諾は借換需要
が少ない中572億円と計画を上回り、また保証債務残高
は全国の残高増加率が94％のところ、当協会は97.5％
（全国８位）と抑制でき年度末で2,363億円となりました。
　保証利用度も44.1％（全国13位）と高い水準を維持
でき、中小企業の資金繰り支援、前向きな資金需要に対
応が図れました。これもひとえに金融機関・関係機関の
皆様のご協力の賜物であり、深く感謝申し上げます。
　中小企業・小規模事業者の経営環境は、物価高騰や人
手不足、さらには米関税政策の影響など依然として厳し
い状況が続いております。金融機関・関係機関の皆様と
の連携をより一層緊密なものとし、きめ細やかな金融支
援・経営支援に努めて参りますので、引き続きご支援、
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

保証一課 保証二課

伊澤課長

保証事務課

福井課長

平尾係長

田中主事 後藤主事

篠原

明石課長代理

片岡書記

岡課長代理 林係長

吉田臨時書記

三好主事 酒井書記補北峰主事

田村審査役 武市書記

趣味・マイブーム ／ 

居酒屋メニュークッキング

中西課長 趣味・マイブーム ／ スポーツ観戦

趣味・マイブーム ／ ノンアル

ウォーキング

趣味・マイブーム

保証部

植田部長

花粉症対策

趣味・マイブーム
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　金融機関並びに関係機関の皆さま、平素より当協会の
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【報告：企画部】

略歴紹介

2025

2020

2020 (R2)

2023 (R5)
４月 管理部
　　 管理課

2024 (R6)
４月 地方創生部
　　 創業推進課

４月 保証部
　　 保証一課

第59回
Tokushima Guarantee
News from officers and employees relay

協会役職員リレー
保証月報では、関係機関の皆さまに親しみを持っていた

だくため、毎月役職員が様々なテーマを自由にお伝えす

る「協会役職員リレー」を連載しております。第59回目

は地方創生部創業推進課の小川がお送りいたします！

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

小川 万里
お がわ ばん り

地方創生部創業推進課
主事

次回は総務部総務課 河野が担当いたします！

　旅行が趣味です。特に離島への旅行が好
きです。今回はずっと行きたかった「青ヶ島」
へ行くことができたので、青ヶ島の魅力をご
紹介します。
　青ヶ島へは、羽田空港から八丈島まで飛行
機で行き、そこからフェリーで向かうのが一
般的です。ただし、フェリーは季節によって
就航率が50％前後になることもあり、天候に
よっては島に辿り着くことができなかったり、
逆に島からしばらく出られなくなったりします。

青ヶ島には、地熱を活用した天然サウナがありま
す。脱衣所の床や壁すら暖かく、シャワーからは
お湯しか出ません。とてもユニークなサウナです。

おおとんぶ
島で最も高い場所が「大凸部」で、標高は423
メートルです。ここからは、青ヶ島ならではの二
重カルデラを一望でき、まさに絶景です。

　無事に日程通りで上陸・帰還できました。現地では、
観光客と仲良くなったり、地元の方に島の歴史を教えて
もらったりと、貴重な交流も楽しめました。

徳島 東京

三宅島

八丈島

青ヶ島青ヶ島

御蔵島

（約75分）

（約1時間）

（約3時間）

※出展：海上保安庁

青ヶ島ふれあいサウナ
おおとんぶ

絶景スポット「大凸部」

青ヶ島 東京都心から約360km、面積5.96㎢、人口
160人ほどの、日本一人口が少ない島である。
八丈島からヘリコプターで行くことも可能。
日本の秘境100選にも選ばれている。

さいごに

青ヶ島に行ってきました！

ひ と こ と
　海外旅行も好きです。現地では髪を切ることが多いです。

ベトナムでは路上の床屋に行ってみたのですが、こちらの要望を伝

える前に髪を切られ、襟足が左右で非対称になる仕上がりに……。

でも、これもまた楽しい思い出のひとつです。

今皆様がご覧になっている本誌「保証月報」は、企画部企画

課広報担当を中心に、各部の精鋭をメンバーとした「月報編

集委員会」が製作しております。今回は、個性あふれる編集

委員会のメンバーをご紹介いたします！

【報告：企画部】

月報編集委員会紹介

企画書 ××部
原稿

月号

○秘

令和７年度
月報編集委員会

編 集 委 員 会 に 聞 き ま し た

総務部 総務課

河野 由希
①YouTube視聴
②昨年から引き続き月報
編集委員をさせていただ
きます。また今年度もよ
ろしくお願いします。

企業支援部 期中支援課

藤崎 純平
①野球観戦（阪神タイガース）
②皆様にとって役立つ記事を
お届けします。去年に引き続
きよろしくお願いします！

保証部 保証一課

片岡 俊雄
①ゴルフと野球
②皆様により良い情報がお届け
できるよう頑張ります！本年度
もよろしくお願いいたします。

企画部 企画課 課長

髙野 靖士 （編集委員長）
①マクドナルドの店内BGM
②電子化が進む世の中で、しぶとく
紙で印刷し続ける保証月報。コンテ
ンツだけでなく、質量も届けます。

地方創生部 創業推進課

尾上 翠
①オーバークック
②3年ぶりに月報編集
委員に返り咲きました。
素敵な創業者の方を紹
介していきます！

企画部 企画課

田村 理桜
①ネイル
②月報の編集を始めて２
年目となりました。皆様
に楽しんでいただけるよ
う引き続き頑張ります！

管理部 管理課

坂東 瑶子
①映画鑑賞（サブスク導
入を検討中です）
②毎月読むことが楽しみ
になるような月報を作成
できればと思います！

月報編集委員会では、皆様に興味を持って読んでいただける保証月報を目指し、日々奮闘してまいります。
今後取り上げてほしいテーマや特集、保証月報へのご意見・ご質問・ご感想等がございましたら、
お気軽にご連絡ください。

①趣味・マイブーム

②月報編集に関する「意気込み・ひとこと」
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【報告：企画部】

略歴紹介
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　　 創業推進課
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Tokushima Guarantee
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協会役職員リレー
保証月報では、関係機関の皆さまに親しみを持っていた
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般的です。ただし、フェリーは季節によって
就航率が50％前後になることもあり、天候に
よっては島に辿り着くことができなかったり、
逆に島からしばらく出られなくなったりします。

青ヶ島には、地熱を活用した天然サウナがありま
す。脱衣所の床や壁すら暖かく、シャワーからは
お湯しか出ません。とてもユニークなサウナです。

おおとんぶ
島で最も高い場所が「大凸部」で、標高は423
メートルです。ここからは、青ヶ島ならではの二
重カルデラを一望でき、まさに絶景です。

　無事に日程通りで上陸・帰還できました。現地では、
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　海外旅行も好きです。現地では髪を切ることが多いです。
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今皆様がご覧になっている本誌「保証月報」は、企画部企画

課広報担当を中心に、各部の精鋭をメンバーとした「月報編

集委員会」が製作しております。今回は、個性あふれる編集

委員会のメンバーをご紹介いたします！

【報告：企画部】

月報編集委員会紹介

企画書 ××部
原稿

月号

○秘

令和７年度
月報編集委員会

編 集 委 員 会 に 聞 き ま し た

総務部 総務課

河野 由希
①YouTube視聴
②昨年から引き続き月報
編集委員をさせていただ
きます。また今年度もよ
ろしくお願いします。

企業支援部 期中支援課

藤崎 純平
①野球観戦（阪神タイガース）
②皆様にとって役立つ記事を
お届けします。去年に引き続
きよろしくお願いします！

保証部 保証一課

片岡 俊雄
①ゴルフと野球
②皆様により良い情報がお届け
できるよう頑張ります！本年度
もよろしくお願いいたします。

企画部 企画課 課長

髙野 靖士 （編集委員長）
①マクドナルドの店内BGM
②電子化が進む世の中で、しぶとく
紙で印刷し続ける保証月報。コンテ
ンツだけでなく、質量も届けます。

地方創生部 創業推進課

尾上 翠
①オーバークック
②3年ぶりに月報編集
委員に返り咲きました。
素敵な創業者の方を紹
介していきます！

企画部 企画課

田村 理桜
①ネイル
②月報の編集を始めて２
年目となりました。皆様
に楽しんでいただけるよ
う引き続き頑張ります！

管理部 管理課

坂東 瑶子
①映画鑑賞（サブスク導
入を検討中です）
②毎月読むことが楽しみ
になるような月報を作成
できればと思います！

月報編集委員会では、皆様に興味を持って読んでいただける保証月報を目指し、日々奮闘してまいります。
今後取り上げてほしいテーマや特集、保証月報へのご意見・ご質問・ご感想等がございましたら、
お気軽にご連絡ください。

①趣味・マイブーム

②月報編集に関する「意気込み・ひとこと」
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MONTHLY DATAMONTHLY DATAMONTHLY DATA

事 業 概 況（Ｒ７.４月分）
（単位：千円，％）

当　　月　　中
項　　　目

当　　月　　末

件　数 金　　額 前 年 比 件　数 金　　額 前 年 比

保
証
申
込

期 首 繰 越

本 年 度 中

拒 絶

申 込 取 消

査 定 減 額

調 査 中

保
証
承
諾

期 首 繰 越

本 年 度 中

保 証 後 取 消

償 還

代 位 弁 済

貸 付 未 実 行

保 証 債 務 残 高

代　

位　

弁　

済

期 首 繰 越

本 

年 

度 

中

元 金

利 息

計

回 収

償 却

求 償 権 現 在 高

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

Ａ＋Ｂ＝Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｈ
Ｇ＋Ｈ＝Ｉ＋Ｊ＋Ｋ＋Ｌ＋Ｍ
Ｎ＋Ｏ＝Ｐ＋Ｑ＋Ｒ

471

0

9

449

3

424

27

27

27

0

0

4,315,570

0

80,200

0

4,047,190

67,000

5,337,873

345,584

345,584

2,126

347,710

8,487

0

133.82

−

84.87

0.00

51.81

77.91

35.64

141.86

141.86

234.74

142.20

137.67

−

94

471

0

9

107

20,611

449

3

424

27

237

20,369

253

27

27

0

0

280

1,269,700

4,315,570

0

80,200

0

1,457,880

240,088,575

4,047,190

67,000

5,337,873

345,584

2,301,690

236,083,618

574,716

345,584

2,126

347,710

8,487

0

913,939

20.33

133.82

−

84.87

0.00

99.97

94.53

51.81

77.91

35.64

141.86

59.85

97.30

100.87

141.86

234.74

142.20

137.67

−

113.10
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MONTHLY DATAMONTHLY DATAMONTHLY DATA

（単位：千円，％）

制度別保証状況（Ｒ７.４月分）

当 月 中 保 証 当 年 度 中 保 証
区　　分

保 証 債 務 残 高
件 数 金　　額 件 数 金　　額 構成比 前年比 件 数 金　　額 構成比 前年比

25 261,700 25 261,700 6.47 125.37 1,166 11,751,815 4.98 91.02
14 52,040 14 52,040 1.29 148.69 452 1,162,467 0.49 115.02
40 146,600 40 146,600 3.62 158.04 1,049 2,689,297 1.14 127.83
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
0 0 0 0 0.00 − 5 50,825 0.02 74.85
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
8 95,450 8 95,450 2.36 104.89 621 8,947,648 3.79 106.15
2 50,000 2 50,000 1.24 171.50 439 5,972,785 2.53 93.13
55 1,093,000 55 1,093,000 27.01 651.37 1,589 19,388,706 8.21 170.53
11 69,450 11 69,450 1.72 257.22 254 2,060,114 0.87 124.93
0 0 0 0 0.00 − 3 24,516 0.01 172.92
0 0 0 0 0.00 − 1 2,841 0.00 100.00
0 0 0 0 0.00 − 2 51,014 0.02 87.60
3 37,200 3 37,200 0.92 − 69 507,338 0.21 141.56

254 1,398,250 254 1,398,250 34.55 108.08 3,264 18,272,222 7.74 157.12
0 0 0 0 0.00 − 6,303 60,240,085 25.52 76.79
0 0 0 0 0.00 − 2 13,028 0.01 86.74
0 0 0 0 0.00 − 5 106,090 0.04 119.22
0 0 0 0 0.00 − 3 125,802 0.05 159.92
0 0 0 0 0.00 0.00 4,366 93,249,620 39.50 96.21
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
2 13,000 2 13,000 0.32 185.71 94 665,493 0.28 119.55
4 120,000 4 120,000 2.97 − 42 568,690 0.24 154.17
6 27,300 6 27,300 0.67 79.02 203 464,724 0.20 101.95
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
0 0 0 0 0.00 0.00 3 15,000 0.01 83.33
0 0 0 0 0.00 − 2 10,000 0.00 200.00
0 0 0 0 0.00 − 7 53,470 0.02 170.57
1 2,500 1 2,500 0.06 100.00 22 165,528 0.07 72.56
2 35,000 2 35,000 0.86 100.00 10 471,000 0.20 100.00
1 10,000 1 10,000 0.25 38.46 46 264,874 0.11 80.06
3 11,000 3 11,000 0.27 211.54 25 79,100 0.03 95.76
0 0 0 0 0.00 − 1 20,415 0.01 −
0 0 0 0 0.00 0.00 1 43,455 0.02 −
3 143,000 3 143,000 3.53 142.29 24 549,593 0.23 105.17
0 0 0 0 0.00 − 28 91,798 0.04 75.54
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
0 0 0 0 0.00 − 3 95,200 0.04 88.81
2 80,000 2 80,000 1.98 − 81 4,418,080 1.87 95.73
0 0 0 0 0.00 − 1 30,876 0.01 76.94
0 0 0 0 0.00 0.00 112 1,541,797 0.65 97.61
0 0 0 0 0.00 − 14 606,040 0.26 93.18
11 366,000 11 366,000 9.04 − 5 112,821 0.05 −
1 5,700 1 5,700 0.14 − 10 215,267 0.09 431.66
1 30,000 1 30,000 0.74 100.00 42 984,186 0.42 120.28

449 4,047,190 449 4,047,190 100.00 51.81 20,369 236,083,618 100.00 97.30

一 般 保 証
創業者無担保
小 口
事業引継ぎ支援
あわの輝き産業育成
新事業・リカレント支援
生産性革命応援
セーフティネット
経済変動対策
経営安定借換
地震防災対策
災 害 対 策
地域連携企業支援
一 般
短 期 事 業
コロナ感染症対応
D X 促 進
事業再生サポート資金
GXとくしま推進
伴 走 支 援 型

徳島県「LED×藍」企業振興
徳島県地域資源産業応援資金
徳島県環境保全施設整備等
その他の徳島県制度
徳島市経済変動対策
徳島市起業家育成
阿 南 市 小 口
吉 野 川 市 短 期
美 馬 市 短 期
その他の市制度
根 保 証
当 座 貸 越
カ ー ド ロ ー ン
小規模事業者カードローン
経営者保証非提供促進
プロパー融資借換
経 営 安 定 関 連
創 業 関 連
スタートアップ創出促進
Ａ Ｂ Ｌ
特 定 社 債
事 業 承 継 特 別
伴走支援型特別
事業再生計画実施関連
協調支援型特別
経 営 力 強 化
その他の協会制度
合 計

徳

島

県

振

興



TOKUSHIMA GUARANTEE24 TOKUSHIMA GUARANTEE

MONTHLY DATAMONTHLY DATAMONTHLY DATA

（単位：千円，％）

業種別保証状況（Ｒ７.４月分）

当 月 中 保 証 当 年 度 中 保 証
区　　分

保 証 債 務 残 高
件 数 金　　額 件 数 金　　額 構成比 前年比 件 数 金　　額 構成比 前年比

58 601,950 58 601,950 14.87 54.96 2,655 38,300,541 16.22 96.76
16 169,000 16 169,000 4.18 107.64 623 8,925,363 3.78 94.82
5 32,500 5 32,500 0.80 141.30 164 1,825,831 0.77 96.28
4 31,000 4 31,000 0.77 28.18 193 2,925,015 1.24 84.66
6 41,000 6 41,000 1.01 46.59 264 3,296,897 1.40 95.56
1 4,000 1 4,000 0.10 5.18 31 660,580 0.28 104.24
0 0 0 0 0.00 − 2 24,432 0.01 76.77
0 0 0 0 0.00 − 16 253,360 0.11 128.55
0 0 0 0 0.00 − 3 99,844 0.04 102.14
0 0 0 0 0.00 0.00 69 1,084,005 0.46 94.66
0 0 0 0 0.00 − 6 92,095 0.04 90.79
1 3,000 1 3,000 0.07 200.00 17 235,447 0.10 98.39
0 0 0 0 0.00 0.00 99 2,195,790 0.93 91.84
6 197,000 6 197,000 4.87 91.20 325 6,639,156 2.81 100.70
1 5,000 1 5,000 0.12 100.00 62 1,224,160 0.52 109.19
0 0 0 0 0.00 0.00 61 972,407 0.41 101.61
1 2,000 1 2,000 0.05 4.00 29 511,066 0.22 104.43
4 27,000 4 27,000 0.67 81.82 253 4,032,331 1.71 100.61
2 19,950 2 19,950 0.49 60.45 70 720,166 0.31 95.13
3 16,000 3 16,000 0.40 320.00 22 208,162 0.09 92.79
0 0 0 0 0.00 − 9 62,291 0.03 106.97
8 54,500 8 54,500 1.35 63.01 337 2,312,142 0.98 99.45
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
0 0 0 0 0.00 − 18 422,108 0.18 93.59
0 0 0 0 0.00 − 6 58,346 0.02 91.15

110 976,540 110 976,540 24.13 52.66 4,828 53,069,957 22.48 97.67
48 466,750 48 466,750 11.53 53.28 1,898 30,199,948 12.79 98.05
89 837,200 89 837,200 20.69 65.74 3,297 34,072,965 14.43 96.78
22 85,000 22 85,000 2.10 25.48 1,661 10,739,182 4.55 91.60
13 79,800 13 79,800 1.97 28.10 818 9,727,713 4.12 99.29
22 467,000 22 467,000 11.54 77.96 826 14,277,282 6.05 94.73
0 0 0 0 0.00 − 0 0 0.00 −
0 0 0 0 0.00 0.00 6 100,007 0.04 83.36
1 5,000 1 5,000 0.12 15.63 148 1,335,482 0.57 95.91
2 15,000 2 15,000 0.37 − 100 1,292,076 0.55 100.15
0 0 0 0 0.00 − 1 10,000 0.00 100.00
84 512,950 84 512,950 12.67 35.59 3,996 41,673,456 17.65 99.19
4 25,000 4 25,000 0.62 625.00 81 841,369 0.36 89.63
5 27,500 5 27,500 0.68 35.71 184 2,696,683 1.14 94.46
11 64,250 11 64,250 1.59 33.46 542 2,795,356 1.18 99.52
1 10,000 1 10,000 0.25 15.38 215 2,518,696 1.07 97.59
0 0 0 0 0.00 0.00 22 163,078 0.07 90.24
1 7,200 1 7,200 0.18 2.83 160 1,775,361 0.75 93.89
3 16,000 3 16,000 0.40 43.24 72 506,222 0.21 98.36
0 0 0 0 0.00 − 7 119,438 0.05 96.07
0 0 0 0 0.00 0.00 107 1,583,658 0.67 90.70
1 30,000 1 30,000 0.74 − 26 444,671 0.19 99.41
0 0 0 0 0.00 0.00 24 319,804 0.14 100.32
7 46,000 7 46,000 1.14 46.94 321 3,152,677 1.34 100.44
3 15,000 3 15,000 0.37 136.36 292 1,926,840 0.82 95.08
12 63,800 12 63,800 1.58 58.53 276 2,219,632 0.94 100.15
28 181,700 28 181,700 4.49 34.33 1,169 15,923,885 6.75 103.37
2 11,000 2 11,000 0.27 − 163 2,054,157 0.87 99.15
5 12,500 5 12,500 0.31 71.43 252 1,991,802 0.84 96.20
1 3,000 1 3,000 0.07 12.00 83 640,125 0.27 94.50
0 0 0 0 0.00 − 82 610,045 0.26 103.13
0 0 0 0 0.00 − 8 101,145 0.04 94.07
0 0 0 0 0.00 0.00 21 93,365 0.04 126.70

449 4,047,190 449 4,047,190 100.00 51.81 20,369 236,083,618 100.00 97.30

製 造 業
食 料 品 工 業
繊 維 品 工 業
木材・木製品工業
家具・建具工業
紙 工 業
製版・製本業
化 学 工 業
石油・石炭製品工業
ゴム・プラスチック工業
ゴム製品製造業
皮 革 工 業
窯 業
機 械 工 業
電気機器工業
車 両 工 業
船 舶 工 業
金 属 工 業
ソフトウェア業
情報処理サービス業
農 林 漁 業
その他の工業

鉱 業
土 石 採 取 業
木 材 伐 出 業
建 設 業
卸 売 業
小 売 業
飲 食 店
不 動 産 業
運 送 業
貨物運送取扱事業
倉 庫 業
電気・ガス・熱供給・水道業
印 刷 業
出 版 業
サ ー ビ ス 業
物 品 賃 貸 業
宿 泊 業
洗濯・理美容・浴場業
その他の生活関連サービス業
旅 行 業
映画館・娯楽業
広 告 業
放 送 業
情報通信サービス業
運輸サービス業
職業紹介・労働者派遣業
その他の事業サービス業
専門サービス業
技術サービス業
医 業 , 福 祉
廃棄物処理業
教育,学習支援業
その他のサービス業

金融業、保険業
郵 便 業
通 信 業
合 計
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MONTHLY DATAMONTHLY DATAMONTHLY DATA

当 月 中 保 証 当 年 度 中 保 証
区　　分

保 証 債 務 残 高
件 数 金　　額 件 数 金　　額 構成比 前年比 件 数 金　　額 構成比 前年比

0 0 0 0 0.00 − 1 7,200 0.00 39.13
0 0 0 0 0.00 − 1 13,408 0.01 91.57
0 0 0 0 0.00 − 2 20,608 0.01 62.37
0 0 0 0 0.00 − 6 260,524 0.11 88.10

18 173,000 18 173,000 4.27 34.88 634 10,892,352 4.61 91.19
0 0 0 0 0.00 − 3 65,410 0.03 93.40
3 13,000 3 13,000 0.32 125.00 172 1,815,411 0.77 115.08
12 157,500 12 157,500 3.89 175.00 360 4,097,574 1.74 91.66
4 25,000 4 25,000 0.62 23.15 259 2,698,581 1.14 92.69
5 73,000 5 73,000 1.80 30.51 323 3,675,245 1.56 101.83
3 16,000 3 16,000 0.40 17.78 135 1,813,719 0.77 89.28
17 111,000 17 111,000 2.74 25.55 603 8,549,941 3.62 91.91
3 35,000 3 35,000 0.86 24.14 106 1,897,213 0.80 113.60
8 300,000 8 300,000 7.41 3,000.00 106 1,363,964 0.58 116.20
0 0 0 0 0.00 0.00 33 385,954 0.16 96.79
1 1,000 1 1,000 0.02 9.52 103 999,456 0.42 99.52
2 11,000 2 11,000 0.27 137.50 37 397,014 0.17 89.11
3 25,000 3 25,000 0.62 1,666.67 120 1,237,080 0.52 92.73
0 0 0 0 0.00 − 17 158,949 0.07 85.06
5 60,000 5 60,000 1.48 171.43 55 885,805 0.38 96.87
3 70,000 3 70,000 1.73 160.37 92 849,331 0.36 89.84
1 10,000 1 10,000 0.25 200.00 36 889,631 0.38 93.62
3 25,000 3 25,000 0.62 178.57 183 1,482,744 0.63 96.86
1 10,000 1 10,000 0.25 72.46 52 784,418 0.33 88.34
0 0 0 0 0.00 − 42 481,565 0.20 90.59
1 5,000 1 5,000 0.12 − 2 7,812 0.00 75.77
5 74,000 5 74,000 1.83 172.90 125 1,857,767 0.79 89.83
17 291,500 17 291,500 7.20 264.52 353 5,381,926 2.28 98.86
2 25,000 2 25,000 0.62 1,250.00 76 939,645 0.40 94.78
2 5,500 2 5,500 0.14 137.50 123 1,175,121 0.50 110.21
0 0 0 0 0.00 − 45 567,099 0.24 73.45
1 7,200 1 7,200 0.18 − 63 752,049 0.32 97.12
7 116,000 7 116,000 2.87 73.65 470 7,272,337 3.08 103.20
6 43,200 6 43,200 1.07 27.52 138 2,069,374 0.88 96.15
2 15,000 2 15,000 0.37 16.67 53 685,830 0.29 107.14
6 41,000 6 41,000 1.01 227.78 64 713,107 0.30 121.01
0 0 0 0 0.00 0.00 27 326,112 0.14 92.23
1 2,000 1 2,000 0.05 − 33 288,676 0.12 93.25
2 50,000 2 50,000 1.24 500.00 103 1,075,038 0.46 98.94
0 0 0 0 0.00 0.00 45 339,038 0.14 100.18
0 0 0 0 0.00 0.00 101 827,402 0.35 94.82
0 0 0 0 0.00 − 37 314,673 0.13 105.34
1 5,000 1 5,000 0.12 − 19 312,299 0.13 111.97
3 11,350 3 11,350 0.28 18.13 80 1,174,456 0.50 93.99
0 0 0 0 0.00 − 18 207,168 0.09 99.53
20 147,000 20 147,000 3.63 189.68 466 6,667,294 2.82 104.43
1 30,000 1 30,000 0.74 − 80 979,714 0.41 123.37
1 50,000 1 50,000 1.24 100.00 77 1,277,584 0.54 100.75
7 91,650 7 91,650 2.26 208.30 241 2,597,029 1.10 101.63
2 4,000 2 4,000 0.10 3.01 305 4,594,296 1.95 99.01
13 89,300 13 89,300 2.21 90.20 314 3,707,634 1.57 102.23
2 21,000 2 21,000 0.52 127.27 154 1,914,350 0.81 96.48
0 0 0 0 0.00 0.00 32 389,898 0.17 89.82
2 15,000 2 15,000 0.37 75.00 95 971,070 0.41 92.14

（単位：千円，％）

金融機関店舗別保証状況（Ｒ７.４月分）

み ず ほ 銀 行み ず ほ 銀 行
伏 見
徳 島

計
三菱ＵＦＪ銀行三菱ＵＦＪ銀行
阿 波 銀 行阿 波 銀 行
本 店
徳 島 駅 前
佐 古
二 軒 屋
津 田
福 島
渭 北
両 国 橋
佐 古 東
昭 和 町
助 任 橋
田 宮
末 広
鮎 喰
問 屋 町
中 央 市 場
蔵 本
か ち ど き 橋
法 花
住 吉
八 万
矢 三
マ リ ン ピ ア
小 松 島
勝 浦
羽 ノ 浦
古 庄
中 島
阿 南

橘
新 野
鷲 敷
平 谷
由 岐
日 和 佐
牟 岐
海 南
宍 喰
中 田
赤 石
見 能 林
鳴 門
瀬 戸
川 内
松 茂
北 島
藍 住
板 野
板 東
上 板
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MONTHLY DATAMONTHLY DATAMONTHLY DATA

当 月 中 保 証 当 年 度 中 保 証
区　　分

保 証 債 務 残 高
件 数 金　　額 件 数 金　　額 構成比 前年比 件 数 金　　額 構成比 前年比

3 18,000 3 18,000 0.44 78.26 80 1,205,191 0.51 95.53
2 20,000 2 20,000 0.49 400.00 20 237,996 0.10 105.04
1 5,000 1 5,000 0.12 − 71 972,234 0.41 97.21
0 0 0 0 0.00 0.00 9 45,980 0.02 82.65
1 20,000 1 20,000 0.49 − 10 117,432 0.05 100.32
4 17,800 4 17,800 0.44 14.59 173 1,774,561 0.75 94.27
3 23,000 3 23,000 0.57 69.70 205 2,052,723 0.87 104.33
5 39,000 5 39,000 0.96 26.40 307 4,477,731 1.90 102.50
22 125,500 22 125,500 3.10 67.65 450 4,958,877 2.10 95.39
3 13,800 3 13,800 0.34 13.53 149 1,623,007 0.69 93.89
3 9,000 3 9,000 0.22 112.50 53 704,080 0.30 115.50
4 18,500 4 18,500 0.46 105.71 170 1,985,706 0.84 93.91
1 10,000 1 10,000 0.25 18.18 83 910,462 0.39 109.44
11 59,000 11 59,000 1.46 29.90 294 3,543,780 1.50 103.17
2 55,000 2 55,000 1.36 1,100.00 77 823,712 0.35 98.28
0 0 0 0 0.00 0.00 75 777,067 0.33 95.88
2 10,000 2 10,000 0.25 − 67 705,282 0.30 107.76
2 6,000 2 6,000 0.15 100.00 90 801,546 0.34 104.68
1 15,000 1 15,000 0.37 18.07 291 4,744,724 2.01 96.04
2 10,500 2 10,500 0.26 26.25 95 816,999 0.35 99.35
1 30,000 1 30,000 0.74 150.00 81 970,261 0.41 98.16
6 27,000 6 27,000 0.67 94.74 75 435,893 0.18 94.56
0 0 0 0 0.00 − 33 310,644 0.13 102.66
0 0 0 0 0.00 0.00 44 395,960 0.17 102.62
0 0 0 0 0.00 − 29 388,547 0.16 105.86
0 0 0 0 0.00 − 3 78,430 0.03 178.25
0 0 0 0 0.00 − 2 40,754 0.02 84.96
0 0 0 0 0.00 − 1 40,000 0.02 100.00
0 0 0 0 0.00 − 1 32,295 0.01 97.08
0 0 0 0 0.00 − 3 66,098 0.03 82.50
0 0 0 0 0.00 − 1 7,664 0.00 99.69

275 2,787,300 275 2,787,300 68.87 69.14 10,252 130,852,786 55.43 97.97

0 0 0 0 0.00 − 1 5,845 0.00 61.88
0 0 0 0 0.00 0.00 89 960,955 0.41 89.85
1 20,000 1 20,000 0.49 − 94 1,148,267 0.49 94.37
2 15,000 2 15,000 0.37 300.00 81 1,074,268 0.46 100.85
3 35,000 3 35,000 0.86 78.23 265 3,189,335 1.35 94.57

0 0 0 0 0.00 − 1 15,992 0.01 79.96
0 0 0 0 0.00 − 1 60,000 0.03 100.00
0 0 0 0 0.00 − 35 403,909 0.17 96.97
0 0 0 0 0.00 − 37 479,901 0.20 96.65

0 0 0 0 0.00 − 15 64,906 0.03 117.03
0 0 0 0 0.00 0.00 334 5,811,255 2.46 99.65
0 0 0 0 0.00 − 39 613,480 0.26 95.09
3 16,000 3 16,000 0.40 − 215 3,436,837 1.46 92.13
1 5,000 1 5,000 0.12 8.33 164 2,390,374 1.01 95.19
0 0 0 0 0.00 0.00 86 1,179,266 0.50 101.36
0 0 0 0 0.00 0.00 16 194,143 0.08 81.51
1 20,000 1 20,000 0.49 63.19 33 496,963 0.21 112.15
1 50,000 1 50,000 1.24 2,500.00 26 330,549 0.14 89.92
1 10,000 1 10,000 0.25 100.00 181 1,959,228 0.83 92.89
0 0 0 0 0.00 − 69 666,683 0.28 128.66
0 0 0 0 0.00 0.00 60 804,184 0.34 76.62

（単位：千円，％）

鳴 門 東
勝 瑞
藍 住 西
大 津
黒 崎
徳 島 北
国 府
石 井
鴨 島
市 場
川 島
山 川
穴 吹
脇 町
貞 光
半 田
三 野
加 茂
池 田
美 馬
阿 波 町
土 成
三 好
山 城
竜 王
高 松
松 山
西 大 阪

堺
尼 崎
横 浜

計
百 十 四 銀 行百 十 四 銀 行
仏 生 山
徳 島
鳴 門
徳 島 北

計
伊 予 銀 行伊 予 銀 行
本 町
角 野
徳 島

計
四 国 銀 行四 国 銀 行
甲 浦
徳 島 営 業 部
徳島中央市場
徳 島 西
徳 島 中 央
小 松 島
川 内
羽 ノ 浦
マ リ ン ピ ア
鳴 門
藍 住
阿 南
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MONTHLY DATAMONTHLY DATAMONTHLY DATA

当 月 中 保 証 当 年 度 中 保 証
区　　分

保 証 債 務 残 高
件 数 金　　額 件 数 金　　額 構成比 前年比 件 数 金　　額 構成比 前年比

1 5,000 1 5,000 0.12 12.50 179 2,020,337 0.86 93.14
3 18,800 3 18,800 0.46 59.12 80 1,194,015 0.51 91.02
2 16,000 2 16,000 0.40 80.00 93 1,162,650 0.49 87.02
6 24,000 6 24,000 0.59 69.57 131 1,179,716 0.50 98.60
0 0 0 0 0.00 − 1 6,848 0.00 83.80
19 164,800 19 164,800 4.07 33.06 1,722 23,511,433 9.96 95.25

5 87,000 5 87,000 2.15 9.69 497 9,327,686 3.95 92.93
1 5,000 1 5,000 0.12 25.00 158 2,123,003 0.90 89.48
4 9,000 4 9,000 0.22 900.00 188 2,029,716 0.86 98.02
1 1,000 1 1,000 0.02 2.33 120 1,202,049 0.51 97.20
0 0 0 0 0.00 − 27 315,542 0.13 103.58
3 15,400 3 15,400 0.38 513.33 123 1,403,690 0.59 97.88
0 0 0 0 0.00 0.00 77 638,486 0.27 88.99
2 20,000 2 20,000 0.49 133.33 52 686,122 0.29 94.15
9 60,000 9 60,000 1.48 150.00 148 1,379,983 0.58 101.99
0 0 0 0 0.00 0.00 26 149,190 0.06 85.40
1 6,000 1 6,000 0.15 − 101 1,079,450 0.46 93.77
1 2,000 1 2,000 0.05 100.00 62 567,777 0.24 99.81
1 10,000 1 10,000 0.25 100.00 50 449,995 0.19 105.01
0 0 0 0 0.00 0.00 146 2,104,875 0.89 96.41
1 15,000 1 15,000 0.37 12.00 34 476,850 0.20 116.46
0 0 0 0 0.00 − 21 166,061 0.07 88.56
0 0 0 0 0.00 − 167 2,219,728 0.94 105.03
3 18,000 3 18,000 0.44 38.71 152 1,350,920 0.57 99.53
0 0 0 0 0.00 − 44 747,230 0.32 85.11
2 8,000 2 8,000 0.20 8.99 175 2,144,676 0.91 106.11
0 0 0 0 0.00 − 6 38,725 0.02 96.66
0 0 0 0 0.00 0.00 55 449,498 0.19 85.50
1 200,000 1 200,000 4.94 500.00 133 1,611,094 0.68 95.90
0 0 0 0 0.00 − 54 767,030 0.32 119.66
1 10,000 1 10,000 0.25 40.00 34 321,200 0.14 90.23
1 1,000 1 1,000 0.02 − 46 505,092 0.21 92.08
0 0 0 0 0.00 − 2 22,330 0.01 234.46
2 4,500 2 4,500 0.11 20.45 106 923,796 0.39 101.77
1 8,000 1 8,000 0.20 30.77 44 376,558 0.16 113.05
2 8,000 2 8,000 0.20 114.87 85 887,637 0.38 106.94
1 8,800 1 8,800 0.22 19.56 134 1,149,872 0.49 105.32
0 0 0 0 0.00 0.00 153 948,817 0.40 89.01
0 0 0 0 0.00 0.00 46 737,006 0.31 92.79
0 0 0 0 0.00 − 44 487,780 0.21 84.79
2 7,000 2 7,000 0.17 31.82 66 451,278 0.19 81.07
0 0 0 0 0.00 0.00 67 848,806 0.36 96.31
2 6,500 2 6,500 0.16 − 141 1,235,963 0.52 88.89
0 0 0 0 0.00 0.00 22 305,885 0.13 119.24
1 10,000 1 10,000 0.25 200.00 35 333,652 0.14 105.20
4 115,000 4 115,000 2.84 3,833.33 66 502,312 0.21 90.17
3 17,000 3 17,000 0.42 28.26 154 1,819,081 0.77 89.68
2 6,000 2 6,000 0.15 50.00 105 1,006,113 0.43 89.68
0 0 0 0 0.00 − 41 478,788 0.20 95.92
2 5,000 2 5,000 0.12 11.11 123 1,401,529 0.59 96.73
2 9,000 2 9,000 0.22 14.40 84 1,175,245 0.50 97.30
2 25,000 2 25,000 0.62 44.64 40 392,373 0.17 103.90
0 0 0 0 0.00 − 57 510,187 0.22 93.01
4 13,500 4 13,500 0.33 38.57 99 1,376,388 0.58 104.70
0 0 0 0 0.00 0.00 58 712,406 0.30 108.65

（単位：千円，％）

鴨 島
石 井
池 田
脇 町
井 川

計
徳 島 大 正 銀 行徳 島 大 正 銀 行
本 店
阿 南
鳴 門
池 田
牟 岐
小 松 島
市 場
中 島
鴨 島
穴 吹
板 野
勝 浦
日 和 佐
佐 古
三 野
鷲 敷
北 島
石 井

橘
渭 東
南 あ わ じ
海 部
渭 北
昭 和 町
二 軒 屋
徳 島 駅 前
大 阪
国 府
助 任
津 田
八 万
加 茂 名
沖 洲
佐 古 東
羽 ノ 浦 団 地
南 昭 和 町
藍 住
南 小 松 島
川 内
矢 三
阿 北
脇 町
宝 田
地 蔵 橋
流通センター
鳴 門 東
大 麻
上 板
貞 光
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MONTHLY DATAMONTHLY DATAMONTHLY DATA

当 月 中 保 証 当 年 度 中 保 証
区　　分

保 証 債 務 残 高
件 数 金　　額 件 数 金　　額 構成比 前年比 件 数 金　　額 構成比 前年比

0 0 0 0 0.00 0.00 48 366,384 0.16 106.00
3 7,000 3 7,000 0.17 20.59 83 816,203 0.35 92.92
0 0 0 0 0.00 0.00 1 9,232 0.00 92.32
1 2,000 1 2,000 0.05 2.60 84 1,025,155 0.43 100.70
1 3,000 1 3,000 0.07 − 52 343,936 0.15 83.73
1 2,000 1 2,000 0.05 22.22 49 397,164 0.17 82.05
1 3,000 1 3,000 0.07 4.62 59 420,653 0.18 106.21
0 0 0 0 0.00 − 20 186,624 0.08 109.76
1 5,000 1 5,000 0.12 10.00 42 844,301 0.36 122.38
1 12,000 1 12,000 0.30 80.00 56 586,119 0.25 113.89
76 744,700 76 744,700 18.40 29.46 4,962 57,335,239 24.29 96.84

0 0 0 0 0.00 − 1 25,000 0.01 100.00
0 0 0 0 0.00 − 1 3,000 0.00 100.00
0 0 0 0 0.00 − 1 895 0.00 −
1 2,000 1 2,000 0.05 5.26 91 1,256,423 0.53 93.88
0 0 0 0 0.00 0.00 37 498,763 0.21 89.53
1 2,000 1 2,000 0.05 1.64 131 1,784,080 0.76 92.76

0 0 0 0 0.00 − 1 14,579 0.01 74.45
0 0 0 0 0.00 − 1 11,316 0.00 84.95
1 10,000 1 10,000 0.25 − 40 281,703 0.12 84.67
1 10,000 1 10,000 0.25 − 42 307,598 0.13 84.14

0 0 0 0 0.00 − 1 3,232 0.00 84.87
0 0 0 0 0.00 0.00 44 521,878 0.22 88.95
0 0 0 0 0.00 − 18 71,526 0.03 78.49
2 5,000 2 5,000 0.12 25.00 48 433,315 0.18 94.12
0 0 0 0 0.00 − 2 46,889 0.02 84.53
2 5,000 2 5,000 0.12 12.50 113 1,076,840 0.46 89.93

6 16,500 6 16,500 0.41 63.46 261 1,404,608 0.59 89.87
11 39,000 11 39,000 0.96 46.43 162 1,292,821 0.55 101.57
2 17,000 2 17,000 0.42 − 87 591,165 0.25 93.92
12 52,200 12 52,200 1.29 92.39 263 1,367,068 0.58 103.87
2 15,000 2 15,000 0.37 − 113 772,607 0.33 98.39
6 26,500 6 26,500 0.65 106.00 202 1,144,322 0.48 115.49
2 7,000 2 7,000 0.17 86.42 138 584,638 0.25 94.27
0 0 0 0 0.00 − 55 219,803 0.09 98.41
1 2,000 1 2,000 0.05 32.00 106 720,748 0.31 118.00
3 4,000 3 4,000 0.10 9.52 82 565,263 0.24 101.74
4 24,450 4 24,450 0.60 82.88 153 1,288,445 0.55 101.42
2 8,000 2 8,000 0.20 50.00 103 827,532 0.35 96.10
2 6,000 2 6,000 0.15 20.00 128 673,026 0.29 106.81
3 12,500 3 12,500 0.31 22.95 199 1,241,169 0.53 101.74
1 2,000 1 2,000 0.05 3.85 149 846,755 0.36 87.77
5 19,500 5 19,500 0.48 58.56 179 882,192 0.37 102.98
62 251,650 62 251,650 6.22 54.34 2,380 14,422,161 6.11 100.36

2 7,000 2 7,000 0.17 140.00 108 556,326 0.24 89.34
5 28,200 5 28,200 0.70 343.90 76 592,472 0.25 118.08
1 5,000 1 5,000 0.12 − 20 120,812 0.05 89.50
0 0 0 0 0.00 0.00 84 656,939 0.28 88.04
0 0 0 0 0.00 − 25 118,296 0.05 90.74
1 3,000 1 3,000 0.07 − 29 122,102 0.05 84.11
0 0 0 0 0.00 0.00 49 308,598 0.13 94.23

（単位：千円，％）

論 田
三 加 茂
東 京
空 港
国 府 北
勝 瑞
山 川
桑 野
マ リ ン ピ ア
阿 波 町

計
香 川 銀 行香 川 銀 行
本 店
兵 庫 町
飯 山
徳 島
鳴 門

計
愛 媛 銀 行愛 媛 銀 行
高 松
坂 出
徳 島

計
高 知 銀 行高 知 銀 行
豊 永
徳 島
阿 南
池 田
高 松

計
徳 島 信 用 金 庫徳 島 信 用 金 庫
本 店
福 島
津 田
佐 古
上 八 万
川 内
小 松 島
池 田
二 軒 屋
三 加 茂
昭 和 町
国 府
鴨 島
鳴 門
北 島
藍 住

計
阿 南 信 用 金 庫阿 南 信 用 金 庫
本 店
見 能 林
福 井
羽 ノ 浦
東 部
見 能 林 駅 前
上 中
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MONTHLY DATAMONTHLY DATAMONTHLY DATA

当 月 中 保 証 当 年 度 中 保 証
区　　分

保 証 債 務 残 高
件 数 金　　額 件 数 金　　額 構成比 前年比 件 数 金　　額 構成比 前年比

1 3,540 1 3,540 0.09 − 30 165,937 0.07 89.95
10 46,740 10 46,740 1.15 55.18 421 2,641,482 1.12 94.57
0 0 0 0 0.00 − 36 201,630 0.09 62.96

449 4,047,190 449 4,047,190 100.00 51.81 20,369 236,083,618 100.00 97.30

（単位：千円，％）

※保証付債権移管等の理由により、保証承諾の件数・金額が負数となる場合があります。

（単位：千円，％）
市町村別保証状況（Ｒ７.４月分）

那 賀 川
計

商工組合中央金庫商工組合中央金庫
合 計

当 月 中 保 証 当 年 度 中 保 証
区　　分

保 証 債 務 残 高
件 数 金　　額 件 数 金　　額 構成比 前年比 件 数 金　　額 構成比 前年比
182 1,748,450 182 1,748,450 43.20 45.67 8,582 103,324,368 43.77 96.10
35 278,500 35 278,500 6.88 72.35 1,472 16,612,056 7.04 100.01
28 390,250 28 390,250 9.64 75.78 919 11,698,000 4.96 100.55
32 282,240 32 282,240 6.97 54.00 1,756 20,959,195 8.88 96.69
36 187,300 36 187,300 4.63 59.40 998 10,920,091 4.63 96.67
18 97,500 18 97,500 2.41 23.28 826 8,612,560 3.65 92.74
23 111,300 23 111,300 2.75 31.02 778 7,864,034 3.33 100.33
7 30,000 7 30,000 0.74 13.16 705 8,602,321 3.64 96.94
3 27,000 3 27,000 0.67 329.27 120 1,227,554 0.52 91.74
0 0 0 0 0.00 0.00 32 265,818 0.11 105.98
1 5,000 1 5,000 0.12 − 42 312,452 0.13 96.63
13 126,000 13 126,000 3.11 54.26 564 6,174,812 2.62 99.78
1 1,500 1 1,500 0.04 17.65 93 922,760 0.39 93.98
4 17,200 4 17,200 0.42 186.96 112 1,240,400 0.53 102.77
0 0 0 0 0.00 − 73 642,924 0.27 102.11
5 112,000 5 112,000 2.77 560.00 182 1,769,752 0.75 95.27
0 0 0 0 0.00 0.00 209 1,858,212 0.79 97.25
9 293,650 9 293,650 7.26 124.96 475 5,472,256 2.32 100.04
4 17,500 4 17,500 0.43 10.74 514 6,491,684 2.75 100.21
22 127,800 22 127,800 3.16 122.53 783 7,897,284 3.35 98.89
3 17,500 3 17,500 0.43 48.61 290 3,276,035 1.39 98.73
9 53,500 9 53,500 1.32 118.89 241 2,733,559 1.16 95.40
3 65,000 3 65,000 1.61 45.97 194 2,213,811 0.94 100.58
9 43,000 9 43,000 1.06 46.74 305 2,972,412 1.26 98.26
2 15,000 2 15,000 0.37 28.85 104 2,019,269 0.86 108.43

449 4,047,190 449 4,047,190 100.00 51.81 20,369 236,083,618 100.00 97.30

徳 島 市
鳴 門 市
小 松 島 市
阿 南 市
吉 野 川 市
阿 波 市
美 馬 市
三 好 市
勝 浦 町
上 勝 町
佐 那 河 内 村
石 井 町
神 山 町
那 賀 町
牟 岐 町
美 波 町
海 陽 町
松 茂 町
北 島 町
藍 住 町
板 野 町
上 板 町
つ る ぎ 町
東 み よ し 町
そ の 他
合 計
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（単位：千円，％）

（単位：千円，％）

金融機関別代弁状況（Ｒ７.４月分）

業種別代弁状況（Ｒ７.４月分）

区　　　分
当 月 中 代 弁 当 年 度 中 代 弁

件　数 金　　額 構 成 比 件　数 金　　額 構 成 比 前 年 比
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
13 237,435 68.29 13 237,435 68.29 291.95
1 8,789 2.53 1 8,789 2.53 −
0 0 0.00 0 0 0.00 0.00
1 11,372 3.27 1 11,372 3.27 485.85
9 71,712 20.62 9 71,712 20.62 82.61
1 8,912 2.56 1 8,912 2.56 −
0 0 0.00 0 0 0.00 0.00
0 0 0.00 0 0 0.00 −
2 9,490 2.73 2 9,490 2.73 17.78
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −

合　　　計 27 347,710 100.00 27 347,710 100.00 142.20

み ず ほ 銀 行
三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行
阿 波 銀 行
百 十 四 銀 行
伊 予 銀 行
四 国 銀 行
徳 島 大 正 銀 行
香 川 銀 行
愛 媛 銀 行
高 知 銀 行
徳 島 信 用 金 庫
阿 南 信 用 金 庫
商 工 組 合 中 央 金 庫

区　　　分
当 月 中 代 弁 当 年 度 中 代 弁

件　数 金　　額 構 成 比 件　数 金　　額 構 成 比 前 年 比
13 123,556 35.53 13 123,556 35.53 90.42
10 96,483 27.75 10 96,483 27.75 102.74
0 0 0.00 0 0 0.00 0.00
2 24,330 7.00 2 24,330 7.00 59.95
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
1 2,743 0.79 1 2,743 0.79 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
3 38,545 11.09 3 38,545 11.09 61.96
6 122,281 35.17 6 122,281 35.17 −
4 21,880 6.29 4 21,880 6.29 −
0 0 0.00 0 0 0.00 0.00
1 41,447 11.92 1 41,447 11.92 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 0.00
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −
0 0 0.00 0 0 0.00 −

合　　　計 27 347,710 100.00 27 347,710 100.00 142.20

製 造 業
食 料 品 工 業
繊 維 品 工 業
木材・木製品工業
家 具・ 建 具 工 業
紙 工 業
製 版・ 製 本 業
化 学 工 業
石油・石炭製品工業
ゴム・プラスチック工業
ゴ ム 製 品 製 造 業
皮 革 工 業
窯 業
機 械 工 業
電 気 機 器 工 業
車 両 工 業
船 舶 工 業
金 属 工 業
ソ フ ト ウ ェ ア 業
情報処理サービス業
農 林 漁 業
そ の 他 の 工 業

鉱 業
土 石 採 取 業
木 材 伐 出 業
建 設 業
卸 売 業
小 売 業
飲 食 店
不 動 産 業
運 送 業
貨 物 運 送 取 扱 事 業
倉 庫 業
電気・ガス・熱供給・水道業
印 刷 業
出 版 業
サ ー ビ ス 業
金 融 業 、 保 険 業
郵 便 業
通 信 業



■ 事務問合わせ担当窓口一覧

◉ 信用調査担当

■
■
■保証一課
■保証二課

◉ 保証部 保証一課

検査・監査に関する事項、コンプライアンスに関する事項、
反社会的勢力への対応、危機管理に関する事項、お客様相談窓口等

総　務　部 総　務　課

企　画　部 企　画　課
デジタル推進室

保　証　部

（088）623-7633

経営監査室

部　署　名 電　話 ＦＡＸ 業　務　内　容

保 証 一 課
保 証 二 課

（088）623-9030

保証事務課

（088）622-0248

（088）622-0251

（088）622-0247

（088）622-0252
（088）622-0219

（088）622-0217

（088）622-0240
（088）622-3298

（088）622-0210

保証申込（条件変更）調査審査、金融相談、保証推進等

創業相談、創業保証申込調査審査、経営支援、創業セミナー開催等

求償権の管理回収等
事故報告・期中管理、代位弁済、保険金請求・受領等

経営支援、経営相談、再生支援に係る調査審査等

受付、財務、保証書発行、保証料、担保、貸付・償還報告、団信等

期中支援課

（088）622-3419
（088）622-8535企業支援部

管　理　部 管　理　課

◉ 地方創生担当

◉ 企業支援担当

（088）623-7632
（088）656-8706

定款の制定、改廃、予算及び決算、人事、給与、経理、資金運用、庶務、
研修、他課の所管に属さない事項等

事業計画、業務運営企画、業務推進統括、保証制度、広報、業務統計等
電算システム等

美馬郡
三好市

三好市
三好郡

美馬市

吉野川市
名西郡

阿波市

美馬郡
三好市

三好市
三好郡

美馬市

吉野川市
名西郡

名東郡

勝浦郡

徳島市
（南東部）

小松島市

那賀郡

海部郡

阿南市

名東郡

勝浦郡

阿波市

徳島市
（南東部）

板野郡

鳴門市

板野郡

鳴門市

小松島市

那賀郡

海部郡

阿南市

（県内全域）
◉ 地方創生部 創業推進課
◉ 企業支援部 経営支援課

・徳島市（北西部）
・鳴門市
・吉野川市
・美馬市
・三好市
・阿波市
・名西郡
・美馬郡
・三好郡
・板野郡

・徳島市（南東部）
・小松島市
・阿南市
・名東郡
・勝浦郡
・那賀郡
・海部郡

◉ 保証部 保証二課

■ 業務担当区域

保
　
証
　
部

経営支援課

創業推進課

☎（088）622-3419
副部長兼課長：杉山
担当：渡邊、丸岡、金本
調査役：森口

地
方
創
生
部

☎（088）622-0254 部長兼課長：神木
担当：福良、尾上、小川、今枝

期中支援課 ☎（088）622-0219 課長：月本
担当：西上（香）、藤崎、北村

企
業
支
援
部

地方創生部 創業推進課

経営支援課

（088）622-0254

保 証 一 課 ☎（088）622-0248 課長：伊澤
担当：岡、平尾、片岡、吉田（百）

保 証 二 課 ☎（088）622-0247 課長：福井
担当：田村、明石、林、武市

保証事務課 ☎（088）622-0210 課長：中西
担当：後藤、北峰、田中、三好、酒井、篠原

Editorial Note

編集後記

徳島市
（北西部）
徳島市
（北西部）

田村

　ゴールデンウィークはいかがお過ごしになられましたでしょうか。
　私は今年が飛び石連休であったため、長期旅行は断念しましたが、せっかくの連休を満喫す
るため、連日予定を入れて出かけてきました。関西へ行った際には、卒業式以来の大学の友人
にも会うことができ、成長している友人の姿に感慨深くなった一方で、学生時代と変わっていな
い部分もたくさんあり、思わずほっこりしました。（田村）



■交通のご案内
　JR徳島駅前から徳島市バス６番のりば「東部循環線」バス乗車「東部県土整備局前」下車　徒歩３分
■徳島経済産業会館敷地内に52台分の無料駐車場があります。

https://www.cgc-tokushima.or.jp/

〒770-0865  徳島市南末広町５番８－８号
 （徳島経済産業会館  KIZUNAプラザ）

Ｔel .088－622－0217（代表）
Ｆax.088－623－7633

●徳島県庁

●GS

●徳島合同庁舎

●城東高校

病院 病院

●城東中学校 マリンピア→

JR徳島駅

N

福島新橋

中洲みなと橋

かちどき橋 新町川

福島橋

●徳島県立
　中央テクノスクール

（KIZUNAプラザ）
徳島経済産業会館

ドラッグストア●
マリンピア→

●
　　　　　東部県土整備局（徳島庁舎）
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